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三
月
五
日
、
本
学
が
日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
教
育
・
医
療
分
野
を
は
じ
め
各
界
を
代
表

す
る
方
々
や
関
係
者
約
七
百
人
を
来
賓
と
し
て
お

招
き
し
、
開
学
十
周
年
と
、
附
属
三
田
病
院
の
開

設
を
記
念
す
る
祝
賀
会
を
、
東
京
・
ホ
テ
ル
オ
ー

ク
ラ
で
開
催
し
た
。

会
場
に
は
各
界
か
ら
届
い
た
お
祝
い
の
花
束
が

飾
ら
れ
、
華
を
添
え
て
い
た
。
開
会
と
同
時
に
会

場
内
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
本
学
の
十
年
間
の
歩
み

を
ま
と
め
た
ビ
デ
オ
が
放
映
さ
れ
、
大
谷
藤
郎
初

代
学
長
（
現
総
長
）
の
挨
拶
、
平
成
七
年
の
開
学

か
ら
現
在
ま
で
の
学
部
学
科
や
附
属
病
院
・
臨
床

医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
変
遷
が
流
れ
た
ほ
か
、

日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
・

本
田
勝
彦
氏
か
ら
祝
辞
、
田
中
靖
彦
先
生
（
四
月

か
ら
三
田
病
院
院
長
就
任
）
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。

続
い
て
主
催
者
を
代
表
し
、
高
木
邦
格
理
事
長

が
、「
本
学
が
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
の
も
皆
様
の

善
意
と
ご
指
導
の
お
か
げ
で
す
」
と
、
来
賓
の
皆

様
へ
お
礼
を
述
べ
た
ほ
か
、「
専
売
病
院
の
承
継
は

光
栄
で
あ
り
、
ぜ
ひ
承
継
し
て
ほ
し
い
と
言
っ
て

い
た
だ
い
た
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
の
皆
様

に
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
」、「
三
田
病
院
承
継
に
あ

た
っ
て
は
脳
神
経
外
科
、
整
形
外
科
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
の
強
化
と
、
都
心
に
は
少
な
い

が
ん
の
拠
点
病
院
を
目
指
し
、
ま
た
、
も
の
忘
れ

外
来
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
セ
ン
タ
ー
と
な
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」、「
地
域
や
地
元
医
師
会
・

病
院
と
密
接
に
連
携
し
て
き
た
専
売
病
院
の
よ
い

所
を
活
か
し
な
が
ら
本
学
の
新
し
い
風
を
吹
き
込

ん
で
、
よ
り
よ
い
病
院
に
し
て
い
き
た
い
」
と
挨

拶
し
た
。

谷
修
一
学
長
は
、
十
年
を
振
り
返
り
、「
本
学
の

卒
業
生
は
四
千
人
を
超
え
、
全
国
の
医
療
福
祉
施

設
で
活
躍
し
て
い
る
」、「
現
在
、
医
療
・
福
祉
の
現

場
で
は
医
療
と
福
祉
の
統
合
や
在
宅
医
療
、
在
宅

ケ
ア
の
重
要
性
が
言
わ
れ
て
お
り
、
本
学
で
も
社

会
の
流
れ
に
対
応
し
た
教
育
を
行
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
」、「
本
学
に
入
学
し

て
く
る
学
生
は
、
自
分
の
将
来
に
明
確
な
目
標
を

持
っ
て
い
る
、
そ
の
理
想
や
夢
を
よ
り
確
か
な
も

の
に
す
る
た
め
の
教
育
と
、
よ
り
付
加
価
値
の
高

い
知
識
・
技
術
と
豊
か
な
人
間
性
を
併
せ
持
っ
た

専
門
職
に
な
る
よ
う
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」、「
十

年
間
に
賜
っ
た
ご
支
持
、
ご
協
力
を
引
き
続
き
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

ま
た
、
来
賓
の
丹
羽
雄
哉
・
自
民
党
社
会
保
障

制
度
調
査
会
長
（
元
厚
生
大
臣
）、
武
井
雅
昭
・
港

区
長
、
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
理
事
長
で
、

本
学
評
議
員
会
副
議
長
で
も
あ
る
矢
崎
義
雄
先
生

よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

開
学
十
周
年
と
附
属
三
田
病
院
開
設
を
祝
う
鏡
開

き
の
あ
と
、
慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
長
・
北
島
政
樹

先
生
の
ご
発
声
に
よ
る
乾
杯
。
そ
の
後
、
こ
の
日
の

た
め
に
女
性
十
九
人
で
編
成
さ
れ
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

に
よ
る
優
美
な
演
奏
を
バ
ッ
ク
に
歓
談
を
楽
し
ん
だ
。
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■
三
月
一
日
、
港
区
三
田
に
新
た
な
附
属
病
院
開
設

昭
和
八
年
の
開
設
以
来
、
東
京
都
港
区
に
お

い
て
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
き
た
日
本
た
ば
こ

産
業
株
式
会
社
（
Ｊ
Ｔ
）
東
京
専
売
病
院
を
三

月
一
日
、
本
学
が
承
継
。
国
際
医
療
福
祉
大
学

附
属
三
田
病
院
が
新
た
に
開
設
さ
れ
た
。

当
日
は
、
午
前
八
時
に
開
原
成
允
院
長
、
大

山
邦
雄
副
院
長
、
福
井
康
之
副
院
長
、
照
井
静

子
看
護
部
長
に
よ
る
除
幕
式
が
執
り
行
わ
れ
、

参
加
し
た
職
員
と
と
も
に
新
病
院
の
門
出
を
祝

っ
た
。
緊
張
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
迎
え
る
中
、
外

来
の
患
者
様
が
数
多
く
来
院
さ
れ
、
新
体
制
で

の
診
療
が
い
よ
い
よ
開
始
さ
れ
た
。

ま
た
、
脳
神
経
外
科
、
乳
腺
セ
ン
タ
ー
、
頭

頸
部
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
を
同
時
に
開
設
し
た
。
四

月
に
は
、
も
の
忘
れ
・
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
精
神
科
）
と
呼
吸
器
セ
ン
タ
ー
を
新
設
。
が
ん

診
療
の
拠
点
病
院
を
目
指
し
、
設
備
と
陣
容
の

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
専
門
性
の
高
い
医

療
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、
患
者
様
本
位
の
療

養
環
境
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
四
月
よ
り
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院

機
構
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
前
病
院
長
・
田
中
靖

彦
氏
が
院
長
に
就
任
し
た
。

■
東
京
地
区
で
初
の
臨
床
実
習
施
設
の
誕
生

本
学
の
学
生
は
、
首
都
圏
出
身
者
が
多
く
、

更
に
、
大
学
院
生
の
約
半
数
は
東
京
サ
テ
ラ
イ

ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ん
で
い
る
。
東
京
地
区
に

臨
床
実
習
施
設
が
新
た
に
誕
生
し
た
こ
と
で
、

保
健
学
部
を
は
じ
め
と
す
る
本
学
の
学
生
の
実

習
・
研
究
活
動
の
場
が
広
が
り
、
各
専
門
分
野

の
第
一
人
者
の
指
導
の
も
と
、
優
秀
な
専
門
職

が
多
数
育
成
さ
れ
る
よ
う
、
今
後
期
待
が
か
け

ら
れ
る
。

国
際
医
療
福
祉
大
学
附
属
三
田
病
院
開
設

IUHW feature articles

IUHW feature articles 1 国際医療福祉大学附属三田病院開設 特集

職員とともに新しい門出を祝った除幕式　左から、福井康之副
院長、照井静子看護部長、開原成允院長、大山邦雄副院長

■
沿
革

昭
和
八
年
　
　
大
蔵
省
所
轄
病
院
と
し
て
開
設

昭
和
二
四
年
　
日
本
専
売
公
社
東
京
病
院
に
名
称

変
更

昭
和
四
九
年
　
新
病
院
竣
工
（
地
上
十
一
階
、
地

下
二
階
）

昭
和
六
〇
年
　
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
東
京

専
売
病
院
に
名
称
変
更

平
成
一
七
年
　
国
際
医
療
福
祉
大
学
が
承
継

国
際
医
療
福
祉
大
学
附
属
三
田
病

院
開
設

附属三田病院の概要

住　所：〒108-8329 東京都港区三田1-4-3
ＴＥＬ： 03-3451-8121    ＦＡＸ：　03-3454-0067
ＵＲＬ： http://mita.iuhw.ac.jp

建　物： 鉄骨・鉄筋コンクリート（地下２階・地上１１階）
延床面積： 18,529.68㎡　（約5,600坪）

診療科目
内科、心療内科、もの忘れ・メンタルクリニック（精神科）、神経内科、呼吸
器科、消化器科、循環器科、リウマチ科、小児科、外科、整形外科、脳神経
外科、呼吸器外科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、リハ
ビリテーション科、放射線科、麻酔科、歯科口腔外科　
センター方式
乳腺センター、頭頸部腫瘍センター、呼吸器センター、予防医学センター

病床数：一般病床291床　
施設基準：一般病棟入院基本料Ⅰ群-１（2:1看護）、理学療法（Ⅱ）、作業療

法（Ⅱ）、言語聴覚療法（Ⅱ）、その他
各種認定
日本内科学会認定医制度教育病院、日本消化器病学会専門医制度認定施設、日
本消化器内視鏡学会専門医制度指導施設、日本腎臓学会認定研修施設、日本
肝臓学会認定施設、日本外科学会認定医制度修練施設、日本整形外科学会認
定医制度研修施設、日本乳癌学会認定研修施設、日本産科婦人科学会卒後研
修指導施設、日本眼科学会専門医制度研修施設、日本耳鼻咽喉科学会専門医
制度研修施設、日本皮膚科学会専門医制度研修施設、日本リハビリテーショ
ン医学会認定研修施設、日本麻酔科学会認定麻酔指導病院、日本老年医学会
認定施設

熱
海
病
院
に
続
く

附
属
病
院
が

東
京
に
誕
生

開
学
十
周
年
・
附
属
三
田
病
院
開
設
記
念
祝
賀
会

開学十周年と附属三田病院開設を祝
った鏡開き
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三
月
十
一
日
（
金
）、
平
成
十
六
年
度
国
際
医

療
福
祉
大
学
卒
業
式
並
び
に
学
位
記
授
与
式
が
那

須
ア
ス
リ
ー
ナ
体
育
館
に
て
行
わ
れ
た
。
本
年
度

の
卒
業
生
は
、
保
健
学
部
、
医
療
福
祉
学
部
合
計

で
七
五
〇
名
、
学
位
記
授
与
を
受
け
た
大
学
院
生

は
一
〇
二
名
で
あ
っ
た
。
博
士
課
程
で
は
昨
年
の

第
一
期
生
に
続
き
、
五
名
の
博
士
が
誕
生
し
た
。

（
表
紙
の
五
人
）

式
場
に
は
、
卒
業
生
や
修
了
生
の
ほ
か
、
多
数

の
父
兄
も
出
席
。
中
に
は
留
学
し
て
い
る
娘
の
晴

れ
姿
を
見
る
た
め
、
ネ
パ
ー
ル
か
ら
駆
け
つ
け
た

家
族
も
い
た
。

●

式
は
、
コ
ー
ラ
ス
部
に
よ
る
校
歌
「
未
来
へ
の

扉
」
斉
唱
か
ら
始
ま
り
、
谷
学
長
よ
り
卒
業
生
総

代
の
作
業
療
法
学
科
・
岩
上
さ
や
か
さ
ん
へ
卒
業

証
書
が
授
与
さ
れ
た
。
続
い
て
、
開
原
大
学
院
院

長
よ
り
学
位
記
が
博
士
課
程
修
了
生
総
代
・
昇
の
ぼ
り

寛ひ
ろ
しさ

ん
へ
授
与
さ
れ
た
。

各
学
部
の
最
優
秀
者
へ
の
学
長
賞
の
授
与
に

続
き
、
学
長
、
理
事
長
が
式
辞
を
述
べ
た
。
ま

た
、
来
賓
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ
い
た
渡
辺
喜

美
・
衆
議
院
議
員
、
千
保
一
夫
・
大
田
原
市
長
、

神
野
俊
彦
・
栃
木
県
保
健
福
祉
部
次
長
よ
り
祝

辞
を
い
た
だ
き
、
卒
業
生
代
表
、
修
了
生
代
表

が
そ
れ
ぞ
れ
謝
辞
を
述
べ
た
。

閉
式
後
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
、
学
科
別
卒
業

証
書
伝
達
式
や
大
学
院
学
位
記
伝
達
式
が
行
わ

れ
た
。
学
科
に
よ
っ
て
は
、
現
代
の
若
者
ら
し

い
趣
向
を
凝
ら
し
た
演
出
も
あ
り
、
先
生
方
や

同
級
生
、
列
席
さ
れ
た
父
兄
と
共
に
卒
業
を
祝

っ
た
。

▼
本
日
卒
業
し
た
学
生
は
七
五
〇
名
、
学
位
記

授
与
を
受
け
た
大
学
院
生
は
一
〇
二
名
で
あ
り

ま
す
が
、
皆
さ
ん
に
教
職
員
を
代
表
し
て
心
か

ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
今
年
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
本
学
の
大
学
院

と
し
て
二
度
目
と
な
る
五
名
の
博
士
が
誕
生
し

ま
し
た
。
大
学
院
生
の
多
く
の
方
が
、
仕
事
と

研
究
の
両
立
を
図
る
た
め
に
大
変
な
苦
労
を
さ

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
私
は
皆
さ
ん
の
よ
う

な
社
会
経
験
を
積
ん
だ
方
が
、
学
部
の
学
生
と

は
違
っ
た
意
味
で
の
意
欲
と
向
上
心
を
持
っ
て

改
め
て
大
学
で
学
び
、
研
究
を
す
る
と
い
う
こ

と
が
、
こ
れ
か
ら
の
我
が
国
の
大
学
教
育
の
大

き
な
流
れ
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

▼
本
学
で
は
、
皆
さ
ん
を
医
療
や
福
祉
の
専
門

職
と
し
て
教
育
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

技
術
革
新
の
激
し
い
現
代
社
会
で
は
、
医
療
福

祉
に
関
す
る
学
問
や
技
術
と
い
え
ど
も
、
五
年

後
に
は
半
分
が
古
い
も
の
に
な
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
も
生
涯
に
わ
た
っ
て
勉

強
を
続
け
、
専
門
職
と
し
て
の
力
量
を
高
め
て

い
こ
う
と
い
う
意
欲
を
持
ち
続
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
こ
の
仕
事
は
、
個
人
の
利
益
の
追
求
で
は

な
く
社
会
に
対
す
る
奉
仕
が
基
本
で
す
。
自
己

規
律
と
強
い
倫
理
観
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
ら
の
努
力
な
く
し
て
人
生
の
果
実
を
期
待
し

て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
が
私
の

願
う
専
門
職
の
理
想
の
姿
で
す
。

▼
皆
さ
ん
は
こ
こ
で
学
ん
だ
知
識
と
技
術
、
そ

し
て
大
学
建
学
の
理
想
で
あ
る
「
共
に
生
き
る

社
会
」
を
築
く
と
い
う
精
神
を
持
っ
て
、
医
療

福
祉
の
分
野
で
知
的
に
も
精
神
的
に
も
た
く
ま

し
く
生
き
抜
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
日
本
国
内

は
も
と
よ
り
、
海
外
も
含
め
、
人
々
の
健
康
と

福
祉
の
向
上
の
た
め
に
尽
く
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
医
療
や
福
祉
の
現
場
は
常
に
病
に
苦
し
む
人
、

不
自
由
な
体
で
耐
え
る
人
、
そ
し
て
死
に
直
面

す
る
人
と
接
す
る
場
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ま

た
、
病
気
を
通
し
て
健
康
の
喜
び
を
、
死
を
考

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
命
の
尊
さ
を
思
う
厳
し
い

場
で
も
あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
た
ち
は
、
皆
さ

ん
の
姿
や
行
動
の
中
に
明
る
さ
と
生
き
る
喜
び

を
求
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
目
を
い
つ
も
相

手
と
同
じ
高
さ
に
す
る
と
い
う
気
持
ち
を
忘
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
皆
さ
ん
自
身
心
も

体
も
健
康
で
あ
る
こ
と
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
卒
業
生
の
中
に
は
、
学
部
で
六
名
、
修
士
課

程
で
八
名
の
留
学
生
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
多

く
は
家
族
と
離
れ
、
言
葉
や
習
慣
の
違
う
日
本

で
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
克
服
し
て
、
立
派
に
所

期
の
目
的
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
皆
さ
ん

に
心
か
ら
の
敬
意
と
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
さ
ん
は
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
祖
国
に
お
い
て

指
導
的
な
役
割
を
担
う
人
材
で
す
。
祖
国
の
繁

栄
、
人
々
の
健
康
と
福
祉
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
、

さ
ら
に
祖
国
と
日
本
を
結
ぶ
友
好
の
架
け
橋
に

な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

▼
出
席
さ
れ
た
父
兄
に
対
し
て
は
、
お
祝
い
と

共
に
皆
さ
ん
の
物
心
両
面
に
わ
た
る
ご
支
援
が

な
け
れ
ば
、
今
日
の
日
は
な
か
っ
た
こ
と
を
思

う
時
、
大
学
と
し
て
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。
皆
様
の
ご
子
弟
が
本
学
を
卒
業
し
た
こ

と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
教
員
一

同
こ
の
大
学
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
努

力
い
た
し
ま
す
。

■
平
成
十
六
年
度
卒
業
生

保
健
学
部

五
一
六
名

・
看
護
学
科

一
一
八
名
　

・
理
学
療
法
学
科

一
〇
一
名
　

・
作
業
療
法
学
科

九
七
名

・
言
語
聴
覚
学
科

八
七
名

・
放
射
線
・
情
報
科
学
科

一
一
三
名

医
療
福
祉
学
部

二
三
四
名

・
医
療
経
営
管
理
学
科

一
一
七
名

・
医
療
福
祉
学
科

一
一
七
名

■
学
長
賞
受
賞
者
　
（
学
業
成
績
優
秀
者
）

・
看
護
学
科

菊
池
千
恵
子
　

・
理
学
療
法
学
科

島
田
　
周
輔
　

・
作
業
療
法
学
科

岩
上
さ
や
か
　

・
言
語
聴
覚
学
科

金
井
　
　
香

・
放
射
線
・
情
報
科
学
科

菅
原
　
　
崇
　

・
医
療
経
営
管
理
学
科

堀
木
惠
美
子
　

・
医
療
福
祉
学
科

大
角
　
千
佳
　

4

■
平
成
十
六
年
度
大
学
院
修
了
生

・
保
健
医
療
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
　
七
六
名

・
医
療
福
祉
経
営
専
攻
修
士
課
程
　
　
二
一
名

・
保
健
医
療
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
　
　
五
名

■
保
健
医
療
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
修
了
者

田
平
　
隆
行
（
作
業
療
法
学
分
野
）

論
文：

軽
度
痴
呆
症
の
注
意
配
分
機
能
に
関
す

る
生
理
心
理
学
的
評
価
と
作
業
療
法
の

効
果
研
究

昇
　
寛
（
理
学
療
法
学
分
野
）

論
文：

人
工
膝
関
節
全
置
換
術
施
行
患
者
の
効

果
的
運
動
装
置
の
作
成
と
効
果
判
定

福
井
　
ト
シ
子
（
看
護
学
分
野
）

論
文：

セ
ル
フ
マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
チ
ー
ム
制
の
創

出
と
効
果
―
個
人
と
チ
ー
ム
の
成
長
―

石
附
　
智
奈
美
（
作
業
療
法
学
分
野
）

論
文：

よ
り
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
体
験

の
提
供
を
め
ざ
す
自
閉
症
児
作
業
療
法

の
熟
練
者
と
初
心
者
に
お
け
る
行
動
の

相
違

杉
山
　
直
樹
（
放
射
線
・
情
報
科
学
分
野
）

論
文：

仮
想
Ｂ
ｕ
ｒ
ｇ
ｅ
ｒ
フ
ァ
ン
ト
ム
に
よ

る
画
質
評
価
法
の
開
発

理
学
療
法
学
科

大
川
　
黎

こ
の
度
、
無
事
に
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
の
も
先
生
方
の
温
か
い
御
指
導
の
お
か
げ

だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
は
三
〇
年
近
く
勤
め
た
製
薬
会
社
を
辞
め
、

入
学
い
た
し
ま
し
た
。
理
学
療
法
士
（
Ｐ
Ｔ
）

を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
、
病
院
訪
問
の
仕
事

中
、
Ｐ
Ｔ
と
出
会
い
、
話
を
し
て
い
る
う
ち
に

興
味
を
持
っ
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
中
高
年
受

難
の
時
代
に
中
高
年
で
も
こ
れ
く
ら
い
の
こ
と

は
で
き
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
四
月
か
ら
は
老
健
施
設
で
働
き
な
が
ら

本
学
の
大
学
院
に
進
学
し
、
介
護
予
防
に
つ
い

て
研
究
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
筋
ト
レ
等

の
訓
練
面
だ
け
で
な
く
、
介
護
予
防
が
効
率
的

に
達
成
で
き
る
方
法
を
心
理
面
や
制
度
面
か
ら

も
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

学
生
生
活
の
中
で
一
番
の
思
い
出
は
、
ラ
グ

ビ
ー
の
練
習
中
に
肩
鎖
関
節
を
脱
臼
し
た
こ
と

で
す
。
若
い
時
か
ら
や
っ
て
い
た
の
で
自
信
は

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
時
ば
か
り
は
自
分
の
年

齢
を
思
い
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、
往
復
四
時
間

の
電
車
を
書
斎
と
し
、
勉
強
し
た
こ
と
も
良
い

思
い
出
で
す
。
し
か
し
、
な
ん
と
言
っ
て
も
う

れ
し
か
っ
た
こ
と
は
、
長
男
が
私
と
同
じ
道
を

選
ん
で
く
れ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
妻
に

感
謝
し
つ
つ
温
か
い
Ｐ
Ｔ
に
な
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

大
学
院
医
療
福
祉
経
営
専
攻

宮
内
宰
治

本
学
入
学
の
動
機
は
、
四
十
数
年
間
続
け
て
き

た
会
社
勤
め
を
や
め
た
時
、
全
て
が
あ
ま
り
に
も

会
社
本
位
で
あ
っ
た
た
め
、
生
活
に
大
き
な
空
白

が
で
き
て
し
ま
い
、
何
か
に
挑
戦
し
た
く
な
っ
た

こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
一
つ
は
社
会
へ
の
奉
仕
と

し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
障
害
者
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
二
つ
目
は
知
的
充
足
感
を
得
ら
れ
る
よ
う
な

対
象
と
し
て
福
祉
活
動
に
関
連
し
て
本
学
の
大
学

院
修
士
課
程
を
選
び
ま
し
た
。

大
学
院
で
は
先
生
方
か
ら
知
的
刺
激
を
、
若

い
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
か
ら
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
貰
い

ま
し
た
。

二
年
間
の
大
学
院
の
課
程
で
得
た
も
の
は
、

単
な
る
知
識
や
方
法
論
で
は
な
く
、
①
自
律
的

に
考
え
る
こ
と
、
②
対
象
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

る
か
探
求
し
、
そ
れ
を
結
果
と
し
て
ど
の
よ
う

に
表
現
す
る
か
の
二
点
で
す
。

修
士
の
学
位
の
取
得
は
目
標
の
一
つ
で
あ
り

ま
す
が
、
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
生
の
プ

ロ
セ
ス
の
一
つ
の
通
過
点
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、

私
に
と
っ
て
、
こ
の
二
年
間
は
キ
ャ
ン
パ
ス
へ

来
る
こ
と
自
体
が
楽
し
く
非
常
に
充
実
し
た
も

の
で
し
た
。
ま
さ
に
嵌
ま
っ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
来
年
度
も
本
学
の
研
究

生
と
し
て
新
た
な
研
究
テ
ー
マ
を
探
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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Close-Up

Ｉ
Ｕ
Ｈ
Ｗ
奨
学
生
卒
業

チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
の
看
護
師

グ
エ
ン
・
ティ・
ヒ
エ
ン
さ
ん（
看
護
学
科
）

グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
ヒ
エ
ン
さ
ん
は
ベ
ト
ナ
ム
の
看
護

専
門
学
校
を
卒
業
後
、
チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
の
脳
神
経
外

科
で
７
年
間
、
看
護
師
と
し
て
働
い
て
い
た
。
チ
ョ
ー

ラ
イ
病
院
は
、
本
学
が
毎
年
行
う
海
外
研
修
活
動
先
で

あ
る
。
ヒ
エ
ン
さ
ん
は
学
校
卒
業
後
、
母
校
で
日
本
語

の
先
生
に
出
会
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
日
本
語
が
好
き

に
な
り
、
夜
勤
の
日
を
除
く
週
３
回
、
日
本
語
学
校
に

通
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
折
、
チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院

で
本
学
の
学
生
が
研
修
す
る
姿
に
接
し
、
ヒ
エ
ン
さ
ん

も
本
学
に
留
学
し
て
日
本
語
や
看
護
学
を
学
び
た
い
と

思
い
、
Ｉ
Ｕ
Ｈ
Ｗ
奨
学
生
に
応
募
し
た
。

本
学
で
は
、「
先
生
方
が
、
わ
か
る
ま
で
熱
心
に
教

え
て
く
れ
た
し
、
友
達
も
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
見
て

く
れ
た
の
で
勉
強
し
や
す
か
っ
た
」
と
、
温
か
い
環
境

を
喜
ん
で
い
た
。「
母
国
の
病
院
に
戻
っ
た
ら
、
日
本

で
習
っ
た
こ
と
を
生
か
し
た
い
。
日
本
の
平
均
寿
命
が

長
い
の
は
、
予
防
医
学
が
進
ん
で
い
る
か
ら
だ
と
思

う
」
と
、
ヒ
エ
ン
さ
ん
は
本
学
に
来
て
か
ら
上
達
し
た

日
本
語
で
語
っ
た
。「
ベ
ト
ナ
ム
に
は
保
健
師
制
度
が

な
い
の
で
、
日
本
で
学
ん
だ
こ
と
を
取
り
入
れ
て
い
き

た
い
」
と
意
欲
を
示
し
、
将
来
の
夢
は
「
貧
し
い
人

も
、
そ
う
で
な
い
人
も
、
平
等
に
幸
せ
に
な
る
よ
う
に

皆
の
健
康
を
守
り
、
保
健
師
と
し
て
の
活
動
を
進
め
て

い
く
こ
と
」
だ
と
言
い
、
目
を
輝
か
せ
た
。「
日
本
語

の
勉
強
も
ず
っ
と
続
け
ま
す
」。

卒業式の後、謝恩会に出席し
たグエン・ティ・ヒエンさん（右）
と親友の緑川瑛美子さん

卒業証書伝達式では、照
れながらも奥様を労った

東京サテライトキャンパス
に通う宮内さん。久しぶり
の本校への来校という

谷
修
一
学
長

式
辞
（
要
旨
）

国
際
医
療
福
祉
大
学

卒
業
式
・
学
位
記
授
与
式



臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
に

新
た
に
９
施
設
が
指
定
さ
れ
る

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の
開
設
に
伴
い
、
九
州
地

区
の
臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
と
し
て
既
に
高
木
病
院
、

柳
川
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
が
指
定
さ
れ
て
い
た
が
、

新
た
に
、
み
ず
ま
高
邦
会
病
院
、
介
護
老
人
保
健
施
設

水
郷
苑
、
有
明
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
、
重
症
心
身
障
害

児（
者
）施
設
・
柳
川
療
育
セ
ン
タ
ー
、
福
岡
中
央
病
院
、

有
明
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
６
施
設
が
指
定
さ
れ
、
同
地
区
で
の

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
合
計
８
施
設
と
な
っ
た
。

ま
た
、
二
月
に
国
際
医
療
福
祉
大
学
・
高
邦
会
グ
ル
ー

プ
に
参
画
し
た（
財
）化
学
療
法
研
究
会
・
化
学
療
法
研

究
所
附
属
病
院（
千
葉
県
）も
指
定
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
栃
木
・
東

京
・
九
州
地
区
合
計
で
16
施
設
と
な
り
、
臨
床
実
習
を

重
視
し
、
医
療
福
祉
分
野
で
の
科
学
技
術
の
高
度
化
や

専
門
化
に
対
応
で
き
る
医
療
福
祉
専
門
職
の
育
成
を

目
指
す
本
学
の
教
育
環
境
が
さ
ら
に
拡
充
し
た
。

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
合
計
16
）

栃
木
地
区：

国
際
医
療
福
祉
病
院
、
国
際
医
療
福

祉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
お
お
た
わ
ら

総
合
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
、
介
護
老
人
保
健
施
設

マ
ロ
ニ
エ
苑
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
栃
の
実
荘
、

に
し
な
す
の
総
合
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

東
京
地
区：

山
王
病
院
、
化
学
療
法
研
究
所
附
属

病
院
（
千
葉
県
）

九
州
地
区：

高
木
病
院
、
柳
川
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
院
、
み
ず
ま
高
邦
会
病
院
、
介
護
老
人
保
健

施
設
水
郷
苑
、
有
明
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
、
柳
川
療

育
セ
ン
タ
ー
、
福
岡
中
央
病
院
、
有
明
ク
リ
ニ
ッ
ク

大
学
附
属
臨
床
実
習
施
設
（
合
計
３
）

栃
木
地
区：

国
際
医
療
福
祉
大
学
ク
リ
ニ
ッ
ク

東
京
地
区：

国
際
医
療
福
祉
大
学
附
属
三
田
病
院

熱
海
地
区：

国
際
医
療
福
祉
大
学
附
属
熱
海
病
院
　

明
治
四
三
年
の
開
院
以
来
、
九
〇
年
を
超
え
る
歴

史
が
あ
る
。
公
的
病
院
が
な
い
大
川
市
に
お
い
て
、

市
民
病
院
的
な
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
福
岡
県

南
部
地
域
の
二
四
時
間
救
急
医
療
機
関
と
し
て
の
機

能
を
担
っ
て
お
り
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
か
ら
高
度
先

進
医
療
、
予
防
医
学
ま
で
一
貫
し
た
医
療
体
制
を
確

立
し
、
質
の
高
い
医
療
を
提
供
し
て
い
る
。

昨
年
に
は
、
新
館（
第
二
本
館
）が
オ
ー
プ
ン
。
小
児

医
療
、
救
急
医
療
、
循
環
器
科
な
ど
の
急
性
期
医
療
を

担
当
す
る
医
師
等
の
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
に
加
え
、
心
臓
血

管（
冠
動
脈
）の
撮
影
が
可
能
な
一
六
列
マ
ル
チ
ス
ラ
イ

ス
Ｃ
Ｔ
や
、
国
内
最
高
水
準
で
あ
る
一
・
五
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ

Ｉ
な
ど
最
新
医
療
機
器
を
導
入
し
、
高
次
医
療
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
臨
床
研
修
指
定

病
院
と
し
て
若
手
医
師
の
育
成
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

不
妊
セ
ン
タ
ー
に
は
、
九
州
地
域
は
も
と
よ
り
全

国
各
地
か
ら
治
療
に
い
ら
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
国

内
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
治
療
実
績
を
誇
っ
て
い
る
。

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
の
総

▼

ＴＥＬ：0944-72-0001
ＦＡＸ：0944-72-1127
http://www.kouhoukai.org
/yanagawa/

医療法人社団高邦会

柳川リハビリテーション
病院（福岡県柳川市）

▼

ＴＥＬ：0944-87-0001
ＦＡＸ：0944-87-9310
http://www.kouhoukai.org
/takagi/

医療法人社団高邦会

高木病院
（福岡県大川市）

数
約
六
〇
名
が
在
籍
す
る
、
西
日
本
屈
指
の
人
員
と

規
模
を
誇
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
病
院
。
敷

地
内
に
は
砂
利
道
、
坂
道
、
階
段
な
ど
を
巧
み
に
配

置
し
た
庭
園
を
有
し
、
実
生
活
に
即
し
た
社
会
訓
練

が
行
え
る
環
境
を
整
え
て
い
る
。
ま
た
一
、
二
三
〇

平
方
メ
ー
ト
ル
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
も
有
す

る
。
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
で
は
、
家

庭
復
帰
と
社
会
復
帰
を
目
指
し
、
医
師
・
看
護
師
・

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
・
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
ら
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
て
病

棟
で
日
常
生
活
動
作
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
ケ
ア
、
神
経
難
病
、
変
形
性
股
関

節
症
な
ど
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
含
め
た
治
療

の
実
績
は
高
く
、
同
病
院
の
神
経
難
病
セ
ン
タ
ー
は
、

福
岡
県
南
部
地
域
の
中
核
的
な
存
在
で
あ
る
。
ま
た
、

変
形
性
股
関
節
症
の
治
療
法
の
一
つ
で
あ
る
関
節
温

存
手
術
で
「
キ
ア
リ
骨
盤
骨
切
り
術
」
は
日
本
各
地

の
み
な
ら
ず
、
海
外
か
ら
も
手
術
を
希
望
す
る
方
が

訪
れ
て
い
る
。

柳
川
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
に
隣
接
す
る
介

護
老
人
保
健
施
設
。
天
然
温
泉
大
浴
場
を
は
じ
め
、

充
実
し
た
設
備
を
有
し
、
経
験
豊
か
な
ス
タ
ッ
フ
が
、

入
所
者
そ
れ
ぞ
れ
に
適
応
し
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
比
類
の
な
い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
、

在
宅
復
帰
を
目
標
と
し
て
自
立
し
た
生
活
が
営
め
る

よ
う
支
援
し
て
い
る
。

ま
た
、
高
木
病
院
、
柳
川
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

▼

ＴＥＬ：0944-74-4001
ＦＡＸ：0944-74-4820
http://www.kouhoukai.org
/suigouen/

医療法人社団高邦会

介護老人保健施設　
水郷苑（福岡県柳川市）

病
院
な
ど
と
連
携
し
、
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
と

先
進
の
医
療
技
術
で
総
合
的
な
ケ
ア
を
提
供
。
併
設

し
て
い
る
「
柳
川
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
水
郷

苑
」
は
、
柳
川
市
よ
り
委
託
を
受
け
関
係
行
政
機
関

等
と
の
連
絡
調
整
を
行
う
地
域
型
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
で
、
六
五
歳
以
上
の
要
介
護
高
齢
者
や
そ
の

家
族
に
対
し
て
、
在
宅
介
護
や
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
る
。
臨
床
研

修
指
定
病
院
で
あ
る
国
際
医
療
福
祉
病
院
・
国
際
医

療
福
祉
大
学
附
属
熱
海
病
院
・
高
木
病
院
の
臨
床
研

修
協
力
施
設
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。

柳
川
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
に
隣
接
す
る
複

合
型
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
施
設
。

居
宅
介
護
支
援
事
業
を
は
じ
め
、
訪
問
看
護
・
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
認
知
症
専
用
の
併
設
型
通
所

介
護
施
設
も
設
置
し
て
い
る
。

柳
川
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
に
隣
接
す
る
重

▼

ＴＥＬ：0944-73-0039
ＦＡＸ：0944-73-0059
http://www.kouhoukai.org
/yrc/

社会福祉法人高邦福祉会

重症心身障害児（者）施設・柳川
療育センター（福岡県柳川市）

▼

ＴＥＬ：0944-75-6500
ＦＡＸ：0944-75-1405
http://www.kouhoukai.org
/ariakehomepage/

医療法人社団高邦会

有明総合ケアセンター
（福岡県柳川市）

6

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
年
）、
結
核
に
対
す
る

化
学
療
法
の
研
究
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
化
学
療
法

研
究
所
の
附
属
病
院
と
し
て
開
設
。
当
時
、
結
核
は

国
民
病
と
恐
れ
ら
れ
、
年
間
死
亡
者
数
も
十
数
万
人

に
及
ん
で
い
た
が
、「
大
気
安
静
療
法
」
と
称
し
、
空

気
の
澄
ん
だ
静
か
な
地
方
に
隔
離
す
る
以
外
に
方
法

は
な
か
っ
た
。

化
学
療
法
研
究
所
は
、
そ
の
よ
う
な
時
代
を
背
景

に
設
立
さ
れ
、
目
的
の
重
要
性
か
ら
三
井
財
閥
の
社

会
奉
仕
を
担
っ
て
い
た
三
井
報
恩
会
よ
り
多
大
の
支

援
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
病
院
開
設
時
に
は
、
宮
中
よ

り
明
治
天
皇
の
御
学
問
所
と
し
て
使
用
さ
れ
た
建
物

が
下
賜
さ
れ
た
。「
恩
賜
館
」
と
命
名
さ
れ
た
建
物

は
、
現
在
も
行
事
等
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

結
核
は
、
薬
を
飲
め
ば
完
治
す
る
時
代
と
な
っ
た

が
、
時
代
と
と
も
に
疾
病
構
造
も
多
様
化
。
時
代
の

変
化
に
合
わ
せ
、
結
核
の
み
な
ら
ず
、
地
域
医
療
に

も
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
二
月
、
Ｉ
Ｈ
Ｗ
グ

ル
ー
プ
に
参
画
。
今
後
は
肺
が
ん
な
ど
呼
吸
器
全
般

を
診
療
体
制
の
柱
と
す
る
と
と
も
に
、
が
ん
全
体
の

化
学
療
法
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

▼

ＴＥＬ：047-375-1111
ＦＡＸ：047-373-4921
http://www.kaken-
hp.or.jp/contents3.htm

財団法人化学療法研究会

化学療法研究所附属病院
（千葉県市川市）

IUHW 2005.4.207

症
心
身
障
害
児
（
者
）
施
設
。
児
童
福
祉
法
に
基
い

た
療
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

一
般
入
所
を
は
じ
め
、
外
来
診
療
、
短
期
入
所
な

ど
の
機
能
も
併
設
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者
の
健
康
管

理
に
留
意
し
な
が
ら
、
呼
吸
管
理
を
含
む
医
療
、
看

護
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
総
合
的
な
療
育
を

行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
長
期
入
所
・
児
童
及
び
知

的
障
害
者
短
期
入
所
事
業
・
外
来
通
園
・
外
来
診

療
・
外
来
訓
練
な
ど
に
加
え
、
福
祉
器
具
（
補
装

具
・
座
位
保
持
装
置
・
車
椅
子
・
日
常
生
活
具
な
ど
）

の
相
談
・
指
導
も
行
っ
て
い
る
。
臨
床
研
修
指
定
病

院
で
あ
る
国
際
医
療
福
祉
病
院
・
国
際
医
療
福
祉
大

学
附
属
熱
海
病
院
・
高
木
病
院
の
臨
床
研
修
協
力
施

設
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。

加
齢
に
よ
り
身
体
機
能
が
低
下
し
た
方
の
治
療
と

機
能
回
復
訓
練
を
専
門
と
す
る
病
院
で
あ
る
一
方
で
、

自
宅
で
療
養
さ
れ
て
い
る
方
と
そ
の
家
族
に
対
す
る

在
宅
支
援
の
機
能
も
備
え
た
総
合
施
設
。

院
内
は
木
製
家
具
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
、
柔
ら

か
い
光
を
採
り
こ
む
た
め
障
子
を
採
用
、
暖
か
く
ぬ

く
も
り
に
あ
ふ
れ
た
雰
囲
気
を
演
出
し
て
い
る
。
ま

た
、
身
体
の
症
状
に
合
わ
せ
て
、
入
浴
で
き
る
よ
う

一
般
浴
槽
・
リ
フ
ト
浴
槽
（
車
椅
子
で
入
浴
可
）、
バ

イ
ブ
ラ
浴
槽
（
寝
た
ま
ま
の
姿
勢
で
入
浴
可
）
の
三

タ
イ
プ
の
浴
槽
を
設
置
し
て
い
る
。
臨
床
研
修
指
定

病
院
で
あ
る
国
際
医
療
福
祉
病
院
・
国
際
医
療
福
祉

大
学
附
属
熱
海
病
院
・
高
木
病
院
の
臨
床
研
修
協
力

▼

ＴＥＬ：0944-87-8880
ＦＡＸ：0944-87-1711
http://www.kouhoukai.org
/mizuma/

医療法人社団高邦会

みずま高邦会病院
（福岡県三潴郡大木町）

施
設
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
お
り
、
老
人
福
祉

を
担
う
マ
ン
パ
ワ
ー
育
成
機
関
と
し
て
、
人
材
育
成

に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

■
ア
ク
セ
ス

開
院
以
来
、
四
列
マ
ル
チ
Ｃ
Ｔ
や
一
・
〇
テ
ス
ラ

Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
医
療
機
器
を
刷
新
す
る
と
と
も
に
、
急

性
期
・
亜
急
性
期
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実

を
は
か
り
、
質
の
高
い
機
能
回
復
訓
練
を
提
供
し
て

い
る
。
ま
た
、
大
都
会
福
岡
市
の
中
で
も
特
に
昼
間

人
口
の
多
い
西
鉄
福
岡
駅
、
地
下
鉄
天
神
駅
か
ら
徒

歩
七
分
の
交
通
至
便
な
場
所
に
位
置
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
人
間
ド
ッ
ク
や
企
業
健
診
な
ど
予
防
医
学
に

▼

ＴＥＬ：092-741-1041
ＦＡＸ：092-741-1499
http://www.kouhoukai.org
/fukuoka-c/

医療法人社団高邦会

福岡中央病院
（福岡県福岡市）

も
力
を
入
れ
て
い
る
。

■
ア
ク
セ
ス

高
木
病
院
に
隣
接
し
た
、
在
宅
支
援
を
専
門
と
し

た
ク
リ
ニ
ッ
ク
。
入
居
型
か
ら
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス

ま
で
総
合
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
ケ

ア
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
大
川
に
併
設
し
て
い
る
。

臨
床
研
修
指
定
病
院
で
あ
る
国
際
医
療
福
祉
病

院
・
国
際
医
療
福
祉
大
学
附
属
熱
海
病
院
・
高
木
病

院
の
臨
床
研
修
協
力
施
設
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し

て
い
る
。

▼

ＴＥＬ：0944-89-5656
ＦＡＸ：0944-87-0028
http://www.kouhoukai.org
/cshweb/

医療法人社団高邦会

有明クリニック
（福岡県大川市）
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平
成
十
七
年
二
月
七
日
（
月
）
〜
十
日
（
木
）

の
四
日
間
、
放
射
線
･
情
報
科
学
科
二
年
生
の
三

浦
則
仁
君
ら
数
名
の
有
志
に
よ
る
準
備
、
地
元
大

田
原
消
防
署
救
急
隊
の
方
々
の
ご
協
力
の
も
と
、

普
通
救
命
救
急
講
習
会
が
開
催
さ
れ
た
。

現
在
、
世
界
的
に
米
国
心
臓
協
会
Ａ
Ｈ
Ａ
に
よ

る
「
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
二
〇
〇
〇
」
に
基

づ
く
心
肺
停
止
に
対
す
る
標
準
法
が
広
く
普
及
し

つ
つ
あ
る
。
わ
が
国
で
も
Ｂ
ａ
ｓ
ｉ
ｃ
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ

Ｓ
ｕ
ｐ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
（
Ｂ
Ｌ
Ｓ
）
な
ど
、
実
習
を
通

し
て
体
験
習
得
す
る
教
育
的
活
動
が
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
る
。
今
回
の
講
習
会
は
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
内
容
は
応
急
手
当
の

講
義
や
レ
サ
シ
ア
ン
人
形
を
使
っ
た
心
肺
蘇
生
の

実
習
を
中
心
に
、
異
物
の
除
去
、
大
出
血
時
の
止

血
法
、
患
部
固
定
法
、
救
急
患
者
の
搬
送
法
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

学
生
た
ち
は
将
来
、
放
射
線
領
域
で
造
影
剤
を

使
用
し
た
Ｃ
Ｔ
検
査
や
血
管
造
影
検
査
、
さ
ら
に

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
Ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｏ

ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
に
伴
う
ハ
イ
リ
ス
ク
症
例
の
検
査
に
従

事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
造
影
剤
過

敏
症
に
伴
う
血
圧
低
下
、
心
肺
停
止
な
ど
が
起
こ

っ
た
場
合
、
そ
の
正
し
い
知
識
が
必
要
と
な
る
。

今
回
、
心
肺
蘇
生
法
の
実
技
実
習
を
通
し
て
、
そ

の
正
し
い
知
識
を
理
解
す
る
目
的
と
し
て
は
た
い

へ
ん
有
益
で
あ
っ
た
。
講
習
会
終
了
後
は
受
講
者

全
員
（
放
射
線
・
情
報
科
学
科
二
年
生
一
一
九
名
）

に
普
通
救
命
救
急
の
修
了
証
が
渡
さ
れ
た
。

大
学
の
講
義
や
実
習
と
は
異
な
り
、
救
急
救
命

士
、
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
員
、
消
防
団
員
な
ど
現
場
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
の
生
の
声
も
聞
く
こ
と
が

で
き
、
た
い
へ
ん
有
意
義
な
講
習
会
で
あ
っ
た
。

（
放
射
線
･
情
報
科
学
科
助
教
授
　
新
井
正
一
）

本
発
表
会
は
昨
年
度
に
続
き
、
第
二
回
目
と
な

る
。
今
回
、
発
表
ま
で
漕
ぎ
着
け
た
の
は
五
名
で

あ
っ
た
。
博
士
課
程
の
三
年
生
の
人
数
は
二
十
名

で
あ
る
の
で
、
か
な
り
の
狭
き
門
と
言
う
こ
と
に

な
る
。
ま
た
参
加
者
は
、
発
表
者
、
教
員
、
そ
の

他
大
学
院
生
な
ど
、
お
よ
そ
六
〇
名
で
あ
っ
た
。

発
表
会
は
大
学
院
専
攻
主
任
の
鎌
倉
矩
子
教
授
に

よ
る
開
会
、
お
よ
び
開
原
成
允
大
学
院
長
の
挨
拶

に
よ
り
開
始
さ
れ
た
。
一
発
表
あ
た
り
、
三
〇
分

が
当
て
ら
れ
、
発
表
の
後
に
質
疑
応
答
が
行
わ
れ

た
。
質
疑
は
、
か
な
り
白
熱
し
た
も
の
で
、
厳
し

い
質
問
も
数
多
く
出
さ
れ
た
。
開
原
大
学
院
長
の

話
に
も
あ
っ
た
が
、
昨
年
に
増
し
て
研
究
の
質
は

高
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
ま
た
、
研
究

題
目
を
簡
単
に
見
る
と
、
看
護
学
科
分
野
の
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
も
の
、
人
工
関
節
施
行
患
者

に
対
す
る
効
果
判
定
に
関
す
る
も
の
、
痴
呆
症
（
認

知
症
）
に
対
す
る
作
業
療
法
介
入
に
関
す
る
も
の
、

作
業
療
法
士
の
熟
練
度
に
関
す
る
も
の
、
Ｘ
線
画

像
な
ど
へ
の
利
用
を
目
的
と
し
た
仮
想
フ
ァ
ン
ト

ム
の
開
発
に
関
す
る
も
の
、
と
文
字
通
り
学
際
を

目
指
す
国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院
の
特
徴
が
出

て
い
た
と
感
じ
た
。

（
大
学
院
教
授
　
田
中
繁
）

二
月
十
六
日
（
火
）、
本
学
レ
ス
ト
ラ
ン
「
メ
イ

フ
ェ
ア
」
に
お
い
て
、
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険

株
式
会
社
代
表
取
締
役
岡
崎
真
雄
会
長
を
お
招
き

し
、
谷
学
長
を
は
じ
め
、
各
学
科
長
と
ニ
ッ
セ
イ

同
和
奨
学
生
一
九
名
が
参
加
し
、
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
た
。

今
年
で
七
年
目
に
な
る
こ
の
奨
学
金
制
度
は
、

同
社
の
創
立
一
〇
〇
年
記
念
事
業
と
し
て
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
専
門
職
の
育
成
を
目
指
す
本
学
の

趣
旨
に
賛
同
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
毎
年
成

績
優
秀
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
現
在
二
六
名
が
奨

学
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
。

谷
学
長
の
歓
迎
の
挨
拶
に
続
き
、
岡
崎
会
長
か

ら
「
大
学
で
十
分
な
知
識
を
身
に
つ
け
る
と
と
も

に
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
社
会
に
出

て
か
ら
は
命
の
大
切
さ
や
、
人
の
痛
み
を
理
解
し
、

温
か
い
気
持
ち
を
持
っ
て
人
に
接
す
る
こ
と
が
で

き
る
医
療
人
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
お

言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

各
奨
学
生
か
ら
は
、
学
校
生
活
な
ど
の
近
況
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
今
年
卒
業
を
迎
え
る
四
年

生
か
ら
は
、「
奨
学
金
の
お
か
げ
で
ア
ル
バ
イ
ト
を

す
る
こ
と
な
く
、
学
業
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
た
め
、
先
頃
行
わ
れ
た
国
家
試
験
も
自

己
採
点
で
は
あ
る
が
、
満
足
す
る
点
数
が
取
れ
た
。

岡
崎
会
長
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

8

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
感
謝
の

言
葉
が
続
い
た
。

ま
た
、
中
に
は
「
在
学
中
は
奨
学
金
で
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
が
、
卒
業
後
は
ま
た
自
動
車
保
険

で
ニ
ッ
セ
イ
同
和
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
と
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん

だ
近
況
報
告
も
あ
り
、
二
時
間
の
懇
親
会
は
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。

最
後
に
岡
崎
会
長
を
囲
ん
で
記
念
撮
影
を
行
い
、

会
長
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

（
学
生
課
長
　
宮
下
貞
男
）

本
学
大
田
原
本
校
構
内
に
薬
学
部
棟
（
Ｎ
棟
）

と
那
須
ア
ス
リ
ー
ナ
、
福
岡
県
大
川
市
に
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
校
舎
が
そ
れ
ぞ
れ
完
成
し
た
。

薬
学
部
棟
は
、
図
書
館
の
並
び
に
位
置
し
、
地

上
六
階
建
て
の
白
亜
の
建
物
。
模
擬
薬
局
や
調
剤

室
・
製
剤
室
の
ほ
か
、
最
新
の
臨
床
実
習
施
設
を

棟
内
に
設
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
那
須
ア
ス
リ
ー

ナ
は
、
地
上
二
階
立
て
。
既
存
の
体
育
館
と
一
階

部
分
が
つ
な
が
っ
て
お
り
、
体
育
館
と
合
わ
せ
建

物
全
体
で
「
那
須
ア
ス
リ
ー
ナ
」
と
な
っ
た
。
一

階
は
武
道
場
、
二
階
が
レ
ス
ト
ラ
ン
、
屋
上
は
弓

道
場
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
の
方
々
へ
の
開
放
も

予
定
し
て
い
る
。

福
岡
県
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
学
部
校
舎
は
、
表
通
り
に
面
し
た
地
上
三
階

建
て
の
図
書
館
・
講
堂
棟
と
、
地
上
四
階
建
て
の

講
義
・
実
習
棟
か
ら
な
り
、
二
棟
と
も
ブ
ラ
ウ
ン

を
基
調
と
し
た
色
合
い
の
校
舎
で
あ
る
。
吹
き
抜

け
の
天
井
が
広
々
と
し
た
印
象
を
与
え
る
図
書
館
、

大
き
な
窓
か
ら
た
っ
ぷ
り
と
採
光
で
き
る
講
堂
な

ど
、
ゆ
と
り
と
落
ち
着
き
を
感
じ
さ
せ
る
校
舎
で

あ
る
。
各
施
設
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
号
で
紹

介
の
予
定
。

医
療
経
営
管
理
学
科
四
年
（
執
筆
当
時
）
佐

藤
保
広
さ
ん
（
福
永
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）
が
大
田
原

市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
福
祉
研
修
に
講
師

と
し
て
招
聘
さ
れ
、
平
成
十
七
年
二
月
二
十
四

日
、『
ト
イ
レ
の
現
状
と
展
望
』
の
論
題
で
大
田

原
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
研
修
室
に
て
講
演
を
行
っ

た
。
研
修
生
（
聴
衆
）
は
市
役
所
の
福
祉
関
係

者
と
地
域
の
民
生
委
員
で
約
七
〇
名
と
盛
況
で

あ
っ
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
卒
業
論
文
『
ト
イ
レ
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
・
ア
メ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
の
一
考
察
』

に
て
、
大
田
原
・
西
那
須
野
の
街
の
障
害
者
用

ト
イ
レ
の
実
態
を
調
査
し
、
車
椅
子
使
用
の
方

に
と
っ
て
理
想
の
ト
イ
レ
と
は
何
か
を
考
察
・

研
究
し
た
。
地
元
の
実
地
調
査
で
あ
り
内
容
も

優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
ゼ
ミ
指
導
教
員
が
市
役

所
に
卒
論
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
大
学
に
市
長

名
で
社
会
福
祉
協
議
会
研
修
講
師
の
招
聘
依
頼

と
な
っ
た
。

講
演
で
は
、
卒
業
論
文
の
一
部
が
約
三
〇
分

間
に
わ
た
っ
て
発
表
さ
れ
た
。
大
田
原
・
西
那

須
野
に
お
け
る
街
の
障
害
者
用
ト
イ
レ
十
数
ヶ

所
の
写
真
が
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
て
映
写
さ
れ

た
。
病
院
、
図
書
館
、
家
電
量
販
店
、
コ
ン
ビ

ニ
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
ト
イ
レ
の
写
真
は
整
理

区
分
さ
れ
、
各
々
の
比
較
を
通
じ
て
「
車
椅
子

使
用
の
障
害
者
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
ト
イ
レ

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
」
を
研
修
生
と
共
に

考
察
し
て
い
っ
た
。
健
常
者
の
目
の
高
さ
で
は

な
く
、
車
椅
子
着
座
時
で
の
目
の
高
さ
に
写
真

の
レ
ン
ズ
を
合
わ
せ
、
文
字
通
り
障
害
者
の
視

点
か
ら
ト
イ
レ
を
考
察
し
て
い
る
点
も
会
場
の

関
心
を
引
い
た
。

研
修
生
の
福
祉
関
係
や
民
生
委
員
の
方
々
は

地
元
の
身
近
な
場
所
の
問
題
だ
け
に
と
て
も
真

剣
に
講
演
を
聞
い
て
お
ら
れ
、
講
演
後
は
「
現

在
の
建
築
基
準
法
」、「
公
的
補
助
金
制
度
」
な

ど
の
具
体
的
な
質
問
が
市
役
所
に
対
し
て
活
発

に
な
さ
れ
た
。
現
状
の
街
の
ト
イ
レ
に
満
足
し

て
し
ま
わ
ず
、
ト
イ
レ
の
あ
り
方
は
一
人
ひ
と

り
が
意
識
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
と

の
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
講
演
は
そ
の
目

的
を
達
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
大
学
生
活
四
年
間
、
色
々
な

方
々
に
支
援
を
い
た
だ
い
た
大
田
原
の
街
に
少

し
で
は
あ
る
が
自
分
の
卒
業
論
文
を
通
し
て
恩

返
し
が
で
き
「
卒
業
論
文
を
発
表
す
る
と
い
う

貴
重
な
経
験
を
通
し
て
、
自
分
の
考
え
を
相
手

に
う
ま
く
伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
、
と

て
も
勉
強
に
な
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
る
。

医
療
福
祉
の
世
界
に
巣
立
っ
て
い
く
本
学
医

療
経
営
管
理
学
科
の
学
生
に
対
し
て
、
大
田
原

市
の
福
祉
行
政
を
担
っ
て
こ
ら
れ
た
大
ベ
テ
ラ

ン
の
方
々
を
前
に
卒
業
論
文
の
発
表
の
機
会
を

ご
配
慮
い
た
だ
い
た
大
田
原
市
長
、
同
市
企
画

部
、
大
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
皆
様
に
厚

く
感
謝
、
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

（
医
療
経
営
管
理
学
科
助
教
授
　
福
永
肇
）
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レサシアン人形による心肺蘇生実習

発表後の質疑応答は、厳しい質問も数多く出された
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本
学
で
は
平
成
十
六
年
十
一
月
か
ら
平
成
十

七
年
一
月
ま
で
の
三
ヶ
月
間
、
火
曜
日
と
金
曜

日
の
週
二
回
、
大
田
原
市
の
協
力
の
も
と
に
、

「
要
支
援
者
お
よ
び
軽
度
要
介
護
者
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
計
画
お
よ
び
標
準
化
に
関
す
る
研
究
」

（
平
成
十
六
年
度
厚
生
労
働
科
学
研
究：

主
任
研

究
者
杉
原
素
子
教
授
）
の
一
環
と
し
て
、
筋
力

向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
た
。
こ
れ

は
、
同
時
に
平
成
十
八
年
度
の
介
護
保
険
の
見

直
し
に
向
け
、
大
田
原
市
が
厚
生
労
働
省
か
ら

の
指
定
を
受
け
て
実
施
す
る
介
護
予
防
モ
デ
ル

事
業
へ
の
協
力
と
い
う
位
置
づ
け
に
も
な
っ
て

い
る
。

こ
の
研
究
事
業
は
、「
い
わ
ゆ
る
軽
度
層
」
の

高
齢
者
の
機
能
低
下
を
防
ぐ
た
め
の
各
種
プ
ロ

グ
ラ
ム
開
発
で
あ
る
。
研
究
は
、
要
支
援
者
一

七
七
人
、
要
介
護
者
二
九
六
人
、
合
計
四
七
三

人
（
昨
年
八
月
一
日
現
在
）
の
市
内
在
住
の
軽

度
層
の
方
々
を
対
象
と
し
た
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

か
ら
始
ま
っ
た
。
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
作
業
に

は
、
市
の
保
健
師
や
行
政
担
当
者
、
大
学
の
各

専
門
職
が
関
わ
り
、
共
通
の
視
点
を
も
ち
な
が

ら
対
象
者
を
類
別
化
し
た
。
類
別
化
に
は
介
護

保
険
の
一
次
判
定
資
料
、
医
学
的
意
見
書
な
ど

を
参
考
に
、
①
筋
骨

格
系
・
関
節
の
疾
患
、

②
高
齢
に
よ
る
廃
用

性
変
化
、
③
脳
血
管

疾
患
の
各
群
に
分
け
、

高
血
圧
な
ど
の
エ
ン

ト
リ
ー
除
外
条
件
を

加
え
、
合
計
九
七
人

を
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
対
象
者
と
し
て

選
定
し
た
。
次
に
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
市
担

当
者
、
大
学
担
当
者
の
三
者
で
構
成
し
た
家
庭

訪
問
班
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
教
室
へ

の
参
加
の
可
否
を
確
認
し
た
。
各
家
庭
を
訪
問

中
、
希
望
者
が
想
定
人
数
を
超
え
た
た
め
、
三

十
名
を
越
え
た
時
点
で
訪
問
を
中
止
し
、
モ
デ

ル
事
業
を
開
始
し
た
。

教
室
は
、
大
学
院
棟
五
階
の
大
変
眺
め
の
よ

い
部
屋
で
行
い
対
象
者
に
好
評
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
に
し
な
す
の
総
合

在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
に
勤
務
し
、
本
学
助
手
・

二
期
生
で
も
あ
る
下
井
俊
典
・
理
学
療
法
士
が

作
成
、
セ
ラ
バ
ン
ド
や
軽
負
荷
の
運
動
を
組
み

合
わ
せ
て
参
加
者
に
無
理
が
な
い
よ
う
に
個
人

の
体
力
に
合
わ
せ
て
計
画
、
Ｐ
Ｔ
・
Ｏ
Ｔ
・
Ｏ

Ｒ
Ｔ
学
生
も
加
わ
り
教
員
が
指
導
を
行
っ
た
。

今
回
の
教
室
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
の
一
例
と

し
て
、
体
力
面
で
は
歩
行
速
度
や
筋
力
、
柔
軟

性
に
向
上
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
精
神
面
で
は
「
身

体
を
動
か
す
こ
と
や
学
生
に
会
え
る
こ
と
で
元

気
が
で
て
き
た
」
と
い
っ
た
活
力
や
心
の
健
康

状
態
の
向
上
、「
料
理
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
」
な
ど
社
会
生
活
機
能
の
向
上
が
認
め
ら
れ

た
。今

後
は
こ
れ
ら
の
結
果
を
分
析
し
、
市
内
の

中
学
校
区
ご
と
に
一
ヶ
所
あ
る
「
ほ
ほ
え
み
セ

ン
タ
ー
」
一
三
ヶ
所
で
同
様
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
な
お
、

大
学
で
の
本
研
究
事
業
は
三
ヵ
年
計
画
で
あ
り
、

今
回
の
「
筋
ト
レ
」
だ
け
で
は
な
く
、
高
齢
者

の
生
活
維
持
に
必
要
な
活
動
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
取
組
み

は
、
国
の
介
護
保
険
法
改
正
の
基
礎
資
料
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

（
作
業
療
法
学
科
助
教
授
　
谷
口
敬
道
）
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本
学
大
学
院
で
は
、
二
〇
〇
五
年
四
月
、
修

士
課
程
に
新
た
に
二
つ
の
分
野
を
開
設
し
た
。

保
健
医
療
学
専
攻
の
「
生
殖
補
助
医
療
胚
培
養

分
野
」（
エ
ン
ブ
リ
オ
ロ
ジ
ス
ト
養
成
）、
医
療

福
祉
経
営
専
攻
の
「
医
療
福
祉
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
分
野
」。
生
殖
補
助
医
療
胚
培
養
分
野
は
、
不

妊
治
療
分
野
に
お
い
て
日
本
で
有
数
の
実
績
を

持
つ
山
王
病
院
（
本
学
臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ

ー
）
な
ど
と
協
力
し
、
胚
培
養
士
を
養
成
す
る

大
学
の
正
式
の
コ
ー
ス
で
あ
る
。
必
要
な
単
位

を
取
得
し
、
こ
の
課
程
を
修
了
し
た
場
合
に
は
、

日
本
哺
乳
動
物
卵
子
学
会
認
定
の
生
殖
補
助
医

療
胚
培
養
士
の
受
験
資
格
が
得
ら
れ
る
。

ま
た
、
医
療
福
祉
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
分
野
は

最
近
の
医
療
・
福
祉
分
野
へ
の
関
心
の
高
ま
り

に
呼
応
し
て
、
医
療
福
祉
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の

知
識
・
技
術
を
教
え
る
コ
ー
ス
を
開
設
し
た
。

本
学
グ
ル
ー
プ
で
は
、
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
衛
星
放

送
ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
Ｔ
Ｖ
！
に
お
い
て
、
わ

が
国
唯
一
の
医
療
福
祉
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
あ

る
「
医
療
福
祉
チ
ャ
ン
ネ
ル
７
７
４
」
を
運
営

し
て
お
り
、
本
学
大
学
院
で
は
、
既
に
多
く
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
、
教
授
ま
た
は
客
員
教
授

と
し
て
教
鞭
を
執
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
各
地
の

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
も
、
医
療

福
祉
関
連
の
基
礎
的
な
講
義
が
広
い
分
野
に
わ

た
っ
て
日
夜
行
わ
れ
て
お
り
、
本
コ
ー
ス
は
、

こ
う
し
た
独
自
の
教
育
資
源
を
結
集
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
運
営
し
て
い
る
。

（
教
育
企
画
室
室
長
代
理
　
岡
田

博
）

「
乃
木
坂
ス
ク
ー
ル
」
は
、
医
療
機
関
や
企
業

で
働
く
医
療
職
を
対
象
と
し
た
一
般
公
開
の
生

涯
学
習
コ
ー
ス
で
あ
る
。
平
成
十
七
年
度
前
期

は
、
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
全
一
〇
講
座
が

開
講
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
非
常
に
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
で
お
り
、
医
療
情
報
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
、
臨
床
試
験
、
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
に
関
す
る
講
座
の
ほ
か
、
今
回
か
ら
「
精
神

療
法
セ
ミ
ナ
ー
」
と
「
患
者
の
声
を
医
療
に
生

か
す
」
が
新
た
に
開
講
し
て
い
る
。「
精
神
療
法

セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
医
師
や
臨
床
心
理
士
を
対
象

と
し
た
様
々
な
精
神
療
法
を
概
括
的
に
学
べ
る

コ
ー
ス
で
あ
る
。「
患
者
の
声
を
医
療
に
生
か

す
」
は
、
各
回
３
〜
４
人
の
第
一
線
で
活
躍
す

る
患
者
団
体
の
代
表
を
講
師
に
迎
え
、
患
者
の

声
を
医
療
の
改
善
へ
と
生
か
す
方
法
を
学
ぶ
こ

と
を
目
的
と
し
た
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
ー
ス

で
あ
る
。
会
場
は
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
と
、
コ
ー
ス

に
よ
っ
て
は
遠

隔
シ
ス
テ
ム
で

大
田
原
、
熱
海
、

柳
川
か
ら
も
受

講
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

二
月
十
日
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
〝
初
〞

の
合
格
発
表
が
行
わ
れ
た
。
当
日
は
番
号
を
い

ち
早
く
確
認
し
た
い
と
い
う
受
験
生
や
、
保
護

者
が
定
刻
よ
り
も
早
く
集
ま
り
掲
示
を
待
っ
た
。

掲
示
さ
れ
る
や
否
や
番
号
を
確
認
。
早
速
携
帯

か
ら
連
絡
す
る
人
、
静
か
に
立
ち
去
る
人
な
ど

悲
喜
こ
も
ご
も
の
光
景
が
見
ら
れ
た
。

笑
顔
の
受
験
生
の
一
人
は
「
医
療
関
係
の
専

門
学
校
に
行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
ど
う
し
て

も
Ｐ
Ｔ
に
な
る
夢
が
あ
き
ら
め
ら
れ
ず
に
、
受

験
し
ま
し
た
。
合
格
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
！
」

と
喜
び
い
っ
ぱ
い
に
語
っ
て
く
れ
た
。

一
期
生
の
熱
い
期
待
に
応
え
ら
れ
よ
う
頑
張

る
ぞ
！
そ
ん
な
気
持
ち
に
な
る
よ
う
な
合
格
発

表
日
だ
っ
た
。

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
事
務
部

原
田
千
春
）

さ
る
三
月
二
日
か
ら
五
日
に
か
け
て
実
施
さ
れ

た
一
般
入
試
後
期
日
程
も
、
教
職
員
を
は
じ
め
関

係
各
位
の
ご
協
力
の
下
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
な
く

無
事
に
合
格
発
表
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
年
度
の
入
試
全
体
を
振
り
返
る
と
、「
薬
学

部
」「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
」
で
も
第
一
期

生
を
選
抜
す
る
初
め
て
の
入
試
が
行
わ
れ
、
本
学

全
体
で
の
志
願
者
数
は
ト
ー
タ
ル
六
、六
七
〇
名
、

対
昨
年
比
一
、五
七
一
名
の
増
加
と
な
っ
た
。
特
に

「
薬
学
部
」
で
は
、
一
五
〇
名
の
募
集
定
員
に
対
し

て
一
二
倍
を
超
え
る
数
の
志
願
者
が
集
ま
る
な
ど
、

北
関
東
初
の
薬
学
部
の
誕
生
に
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
伺
わ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。

ま
た
、
既
存
の
保
健
学
部
、
医
療
福
祉
学
部
の
中
で

は
、
作
業
療
法
学
科
が
昨
年
度
よ
り
一
〇
〇
名
以

上
も
志
願
者
を
増
や
し
て
大
い
に
健
闘
を
み
せ
た
。

二
年
後
と
な
る
二
〇
〇
七
年
度
、
日
本
の
大
学

入
学
定
員
の
総
数
と
志
願
者
数
は
計
算
上
ほ
ぼ
同

数
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
「
大
学
全
入
時
代
」
に
な

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
大
学
の
淘
汰
は
劇
的
に
進

行
し
、
一
昔
前
の
大
学
間
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
は

そ
の
様
相
を
す
っ
か
り
変
え
て
し
ま
う
こ
と
だ
ろ

う
。
今
年
よ
う
や
く
一
〇
周
年
を
迎
え
た
本
学
で

あ
る
が
、
次
の
一
〇
年
を
経
た
後
も
、
さ
ら
に
確

固
と
し
た
独
自
の
存
在
感
を
輝
か
せ
、
医
療
福
祉

の
道
を
志
す
多
く
の
受
験
生
を
集
め
続
け
る
た
め

に
は
ど
う
す
べ
き
か
を
、
今
一
度
考
え
る
べ
き
節

目
で
も
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
二
〇
〇
五
年
度
入
試
は
こ
れ
で
す
べ

て
の
日
程
が
終
了
し
た
。
い
よ
い
よ
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
新
入
生
を
迎
え
る
準
備
が
本
格
的
に
始
ま
る
。

（
入
試
セ
ン
タ
ー
企
画
課
長
　
小
峰
辰
也
）
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抽
象
的
な
イ
メ
ー
ジ
や
感
情
を
具
体
的
な
も
の
に
移
し
変
え
、
心
情
面
へ
の
投
影
を
し
て
ゆ
く
一
連
の

行
動
が
映
画
づ
く
り
で
あ
る
。

映
像
と
し
て
表
現
さ
れ
た
画
面
一
つ
一
つ
は
非
常
に
具
体
化
さ
れ
た
積
み
重
ね
で
あ
る
が
、
映
画
に
接

し
た
時
、
そ
の
具
体
性
の
あ
る
映
像
だ
け
を
理
解
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
無
意
識
の
う
ち
に
内
面
に

あ
る
心
理
的
要
素
を
汲
み
取
る
行
為
が
働
い
て
い
る
。

即
ち
、
つ
く
り
手
が
的
確
な
映
像
表
現
を
し
な
い
と
、
誰
が
何
を
し
た
の
か
と
い
う
出
来
事
は
わ
か
っ

て
も
感
覚
に
訴
え
か
け
て
こ
な
い
の
だ
。

こ
の
こ
と
は
、
医
療
・
福
祉
・
保
健
ま
た
介
護
に
関
し
て
の
テ
ー
マ
を
映
画
化
す
る
時
、
特
に
求
め
ら

れ
る
課
題
で
あ
る
。

医
療
関
連
の
映
像
に
よ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
に
つ
い
て
は
、
社
会
的
に
多
く
の
人
々
の
手
助
け
に
な
る
事

実
は
確
か
に
あ
り
、
《
救
い
の
神
》
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
《
生
と
死
》
に
直
面
す
る
現
実
問
題
に
対

し
て
、
映
像
の
つ
く
り
手
が
ど
こ
ま
で
自
身
と
し
て
か
か
わ
り
を
も
ち
表
現
し
た
の
か
が
問
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
現
在
製
作
さ
れ
て
い
る
多
く
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
映
像
は
、
そ
の
点
で
疑
義
を
の
こ
し
て
い
る
。

つ
く
り
手
に
と
っ
て
、
製
作
す
る
映
画
と
自
身
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
の
難
題
に
は
心
が
ゆ
さ
ぶ
ら
れ

る
。
つ
ま
り
、
実
際
に
撮
影
し
映
像
化
す
る
行
為
の
段
階
、
そ
し
て
作
品
と
し
て
完
成
す
る
ま
で
、
更
に

完
成
後
の
か
か
わ
り
方
を
ど
う
自
身
と
対
峙

た
い
じ

さ
せ
る
の
か

―
こ
う
し
た
製
作
の
過
程
で
行
わ
れ
る
思
考

行
動
こ
そ
が
《
映
像
表
現
》
の
原
点
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

従
っ
て
、
医
療
関
連
の
映
画
は
、
完
成
さ
せ
た
だ
け
で
は
意
味
が
な
い
。
完
成
後
自
身
も
映
画
作
品
と

一
緒
に
運
動
体
と
な

り
主
張
し
、
対
応
す

る
こ
と
が
重
要
な
の

だ
と
考
え
る
。

《
表
現
す
る
行
為
》の

基
本
は
、
自
身
へ
の

願
望
と
批
判
の
な
か

で
か
か
わ
る
心
情
を

的
確
に
持
つ
こ
と
で

あ
る
。

第４回 

客
員
教
授
　
諏
訪
　
淳
（
す
わ
　
あ
つ
し
） 

医
療
映
画
の
表
現
を
自
問
す
る

《死ぬ時は自宅で…》と願う介護老人、「病
院はきらいだ」の一言がそれを物語る。老人
ケアの問題を提起する作品。
1991年製作・上映時間2時間17分。
毎日映画コンクール記録文化映画賞・日本
映画ペンクラブ賞・キネマ旬報賞他。

筋トレ教室の学生と対象者

【
申
し
込
み
・
問
合
せ
先
】

東
京
事
務
所
　
乃
木
坂
ス
ク
ー
ル
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ：

〇
三
‐
三
四
七
五
‐
七
七
一
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ：

〇
三
‐
三
四
七
五
‐
七
七
〇
九

e-m
ail：

n
o
g
izaka@

iu
h
w
.ac.jp

※
大
学
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
、
メ
ー
ル
又
は
、Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

初
め
て
の
合
格
発
表

TOPICS

二
〇
〇
五
年
度
入
試
日
程

全
て
終
了

TOPICS

介
護
予
防
モ
デ
ル
事
業（
筋
ト
レ
）等

に
お
け
る
大
田
原
市
と
の

共
同
研
究
事
業
報
告

TOPICS

2005年度入試　学部別志願者数

学部 定員 志願者数（ ）は昨年度

保健学部 480名 3772名 (4310名)

医療福祉学部 240名 698名 (789名)

薬学部 150名 1887名 －

リハビリテーション学部 80名 313名 －

合計 950名 6670名 (5099名)

大
学
院
修
士
課
程
に

新
た
に
二
つ
の
分
野
を
開
設

TOPICS

本
学
大
学
院
主
催
公
開
講
座
「
乃
木
坂
ス
ク
ー
ル
」

平
成
十
七
年
度
　
前
期
講
座
開
講

TOPICS

乃木坂スクール
（東京サテライトキャンパス）



国
際
医
療
福
祉
大
学
附
属
熱
海
病
院

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

第
六
回
公
開
講
座
　
開
催
さ
れ
る

平
成
十
七
年
二
月
六
日
（
日
）
熱
海
市
観
光

会
館
に
て
六
回
目
の
公
開
講
座
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
テ
ー
マ
は
前
回
に
引
き
続
き
「
加
齢
と

疾
患
（
そ
の
二
）」
で
以
下
五
名
の
当
院
の
講
師

が
講
演
し
ま
し
た
。

１．

イ
ン
ト
ロ
―
介
護
予
防
と
未
病
―

都
島
基
夫
教
授
（
内
科
・
循
環
器
科
）

２．

加
齢
黄
斑
変
性
と
老
人
性
白
内
障
　
　

陶
山
秀
夫
助
教
授
（
眼
科
）

３．

め
ま
い
の
正
体

神
f

仁
教
授
（
耳
鼻
咽
喉
科
・
附
属
熱

海
病
院
院
長
）

４．

豊
か
な
人
生
は
食
べ
物
パ
ワ
ー
か
ら
　

佐
藤
恵
理
子
管
理
栄
養
士

５．

薬
の
飲
み
方
、
使
い
方
Ｑ
＆
Ａ

鈴
木
高
弘
主
任
薬
剤
師

当
日
は
、
約
三
五
〇
名
の
市
民
の
皆
様
が
集

ま
り
ま
し
た
。
ま
た
同
時
に
開
催
さ
れ
る
当
院

看
護
部
主
催
の
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
に
も
多

数
の
市
民
の
皆
様
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
ご
参

加
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
当
院
で
は
今
後
と
も
公
開
講
座
を

開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。
次
回
は
五
月
十
五
日

（
日
）
の
開
催
を
予
定
で
す
。
詳
細
は
決
ま
り
次

第
、
こ
の
誌
面
上
で
も
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

第
三
回
褥
瘡
講
演
会
　
開
催
さ
れ
る

平
成
十
七
年
二
月
二
十
五
日
（
金
）
当
院
の

褥
瘡
対
策
委
員
会
の
主
催
に
よ
る
第
三
回
褥
瘡

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
会
で
は
ま

ず
当
院
皮
膚
科
の
佐
々
木
哲
雄
教
授
と
花
田
美

穂
講
師
か
ら
当
院
の
褥
瘡
対
策
に
関
す
る
報
告

が
行
わ
れ
、
次
に
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
附
属

病
院
看
護
部
か
ら
山
田
千
寿
様
と
井
口
美
奈
枝

様
を
特
別
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、「
褥
瘡
へ
の

チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
―
Ｗ
Ｏ
Ｃ
看
護
師
の
役
割
」

と
題
し
て
講
演
頂
き
ま
し
た
。
Ｗ
Ｏ
Ｃ
と
は
Ｗ

Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
（
創
傷
ケ
ア
）
・
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｙ
（
ス

ト
ー
マ
ケ
ア
）
・
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
（
失

禁
ケ
ア
）
の
頭
文
字
を
指
し
、
総
合
的
な
褥
瘡

対
策
を
意
味
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
参
加
し

た
当
院
職
員
は
先
進
の
褥
瘡
対
策
に
つ
い
て
有

益
な
情
報
が
聞
け
る
と
あ
っ
て
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

第
九
回
Ｄ
Ｍ
ポ
ー
ト
の
集
い
―

外
食
講
習
会
　
開
催
さ
れ
る

平
成
十
七
年
三
月
八
日
（
火
）
小
田
原
市
の

「
な
だ
万
茶
寮
　
小
田
原
店
」
に
お
い
て
、
当
院

の
糖
尿
病
患
者
様
の
集
い
で
あ
る
熱
海
Ｄ
Ｍ
ポ

ー
ト
の
外
食
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
「
な
だ
万
茶
寮
　
小
田
原
店
」
の
調
理
長

で
あ
る
岩
間
幸
次
氏
の
調
理
教
室
と
著
名
な
料

理
店
で
あ
る
「
な
だ
万
茶
寮
」
の
昼
膳
を
堪
能

い
た
し
ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
特
別
に
調
理
し

て
い
た
だ
い
た
低
カ
ロ
リ
ー
膳
で
日
本
料
理
の

技
の
光
る
品
々
が
テ
ー
ブ
ル
を
飾
り
ま
し
た
。

▼
熱
海
Ｄ
Ｍ
ポ
ー
ト
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

附
属
熱
海
病
院
総
務
課
　
金
森

個
人
情
報
保
護
法
講
習
会
　
開
催
さ
れ
る

平
成
十
七
年
三
月
八
日
（
火
）
個
人
情
報
保

護
法
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
本

学
大
学
院
院
長
の
開
原
先
生
に
お
願
い
し
、
個

人
情
報
保
護
法
に
つ
い
て
医
療
従
事
者
に
必
要

な
情
報
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
当
日
は
一
二
〇
名
の
職
員
が
参
加
し
、

開
原
先
生
の
講
演
の
後
も
活
発
な
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
、
た
い
へ
ん
充
実
し
た
講
演
会
と
な
り

ま
し
た
。

当
院
で
は
個
人
情
報
保
護
法
の
施
行
に
伴
い
、

院
内
に
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
委
員
会
を
立

ち
上
げ
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
様
々
な
対
応

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

IUHW 2005.4.2013

I n f o r m a t i o n

▼　国際医療福祉大学附属熱海病院 10557-81-9171 http://atami.iuhw.ac.jp

12

本
学
名
誉
教
授
・
客
員
教
授
の
笹
沼
澄
子
先

生
が
、
Ａ
ｃ
ａ
ｄ
ｅ
ｍ
ｙ
ｏ
ｆ

Ａ
ｐ
ｈ
ａ
ｓ
ｉ
ａ
よ

り
、
名
誉
会
員
の
称
号
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

Ａ
ｃ
ａ
ｄ
ｅ
ｍ
ｙ
ｏ
ｆ
Ａ
ｐ
ｈ
ａ
ｓ
ｉ
ａ
は
一
九
六
二

年
に
最
初
の
学
会
が
開
催
さ
れ
た
学
術
団
体
で
、

失
語
症
の
研
究
に
携
わ
る
様
々
な
学
問
領
域
の

世
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
専
門
家
が
会
員
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
学
会
の
正
会
員
の
条
件
が

き
わ
め
て
厳
し
い
た
め
現
在
の
正
会
員
数
は
約

二
五
〇
名
と
少
数
で
す
が
、
笹
沼
先
生
は
一
九

七
〇
年
代
か
ら
こ
の
会
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
メ
ン

バ
ー
と
し
て
、
特
別
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な

ど
で
活
躍
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
の
十
一
月
に
、
こ
の
学
会
の
役
員
会
の

代
表
で
あ
る
マ
ク
ニ
ー
ル
博
士
か
ら
別
掲
の
手

紙
が
笹
沼
先
生
宛
て
に
届
き
ま
し
た
。
こ
の
手

紙
は
、
Ａ
ｃ
ａ
ｄ
ｅ
ｍ
ｙ
ｏ
ｆ
Ａ
ｐ
ｈ
ａ
ｓ
ｉ
ａ
の
役

員
会
が
笹
沼
先
生
を
名
誉
会
員
と
し
て
推
挙
し

た
こ
と
、
そ
の
主
な
理
由
は
先
生
の
四
〇
年
以

上
に
渡
る
失
語
症
研
究（
特
に
、
日
本
人
の
失
語

症
者
を
対
象
と
し
た
漢
字
・
仮
名
障
害
に
つ
い
て

の
独
創
的
な
研
究
）の
成
果
を
高
く
評
価
す
る
た

め
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
こ
の
称
号
は
、

Ａ
ｃ
ａ
ｄ
ｅ
ｍ
ｙ
ｏ
ｆ
Ａ
ｐ
ｈ
ａ
ｓ
ｉ
ａ
が
授
与
す
る

最
高
の
栄
誉
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
伝
え
て
い

ま
す
。

日
本
人
の
失
語
症
研
究
者
と
し
て
の
初
め
て

の
受
章
で
あ
り
、
本
学
の
み
な
ら
ず
我
が
国
の

失
語
症
研
究
者
や
臨
床
家
に
と
っ
て
も
大
ニ
ュ

ー
ス
で
す
。

笹
沼
澄
子
先
生
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

（
常
務
理
事
　
伊
藤
元
信
）

I n f o r m a t i o n

In
form

ation
A

tam
i1

教
員
紹
介

Pro
file

快
！
心
理
学
（
集
英
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）、
多
重
人
格
（
講
談
社
現
代

新
書
）、
心
理
学
を
知
る
事
典
（
日
本
実
業
出
版
社
）、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
た

め
の
心
理
学
入
門
（
角
川
ｏ
ｎ
ｅ
テ
ー
マ
新
書
）、
外
傷
性
精
神
障
害
の
精
神

病
理
と
治
療
―
そ
の
理
論
と
臨
床
の
変
遷
を
め
ぐ
っ
て
―
、
精
神
神
経
学
雑

誌
第
１
０
２
巻
第
４
号
（
２
０
０
０
）
３
３
５
―
３
５
４
頁
、T

h
e
ap
p
lic-

a
b
ility

o
f
se
lf
p
syc
h
o
lo
g
y
to
p
syc
h
o
th
e
ra
p
y
w
ith
th
e
e
ld
e
r-

ly:W
ith
e
m
p
h
a
sis
o
n
tw
in
sh
ip
se
lfo
b
je
c
t
n
e
e
d
s
a
n
d
e
m
p
a
-

th
y
a
s
a
m
o
d
e
o
f
o
b
se
rva
tio
n

／
⑦
精
神
分
析
学
、
精
神
療
法
学
全

般
／
⑧
高
齢
者
へ
の
精
神
療
法
の
応
用
、
社
会
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
へ
の
臨

床
心
理
学
の
応
用

和
田
　
秀
樹

（
わ
だ
・
ひ
で
き
）

①
国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院

精
神
医
学
・
臨
床
心
理
学
担
当

教
授
／
②
１
９
６
０
年
６
月
７

日
／
③
東
京
大
学
医
学
部
卒
／

④
精
神
分
析
学
、
老
年
精
神
医

学
、
集
団
精
神
療
法
学
／
⑤
川

崎
幸
病
院
精
神
科
顧
問
／
⑥
痛

聞
論
説
委
員
、
大
阪
大
学
大
学
院
教
授
／
⑥
「
寝
た
き
り
老

人
」
の
い
る
国
い
な
い
国
、
福
祉
が
変
わ
る
医
療
が
変
わ
る

（
ぶ
ど
う
社
）
、
介
護
保
険
物
語
、
優
し
き
挑
戦
者

（h
ttp
://w
w
w
.yu
k
i-e
n
ish
i.c
o
m
/

に
連
載
中
）
／
⑦
医

療
福
祉
倫
理
、
医
療
福
祉
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
／
⑧
医
療
福
祉

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
歴
史
と
役
割
、
当
事
者
組
織
と
行
政
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

大
熊
　
由
紀
子

（
お
お
く
ま
・
ゆ
き
こ
）

①
大
学
院
教
授
／
③
東

京
大
学
教
養
学
部
卒
／

④
医
療
・
福
祉
政
策
の

国
際
比
較
、
世
直
し
の

人
間
科
学
／
⑤
朝
日
新

「
Ｅ
Ｂ
Ｍ
に
基
づ
く
急
性
心
筋
梗
塞
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
厚
生
科
学
研
究
医
療
技

術
評
価
総
合
研
究
事
業
）
―
緊
急
冠
状
動
脈
バ
イ
パ
ス
の
指
針
―
」（
共
著
）、
じ

ほ
う
、
２
０
０
１
。G

e
n
e
th
e
ra
p
y
fo
r
a
tte
n
u
a
tin
g
c
a
rd
ia
c
a
llo
g
ra
ft

a
rte
rio
p
a
th
y
u
sin
g
e
x
vivo

E
2
F
d
e
c
o
y
tra
n
sfe
c
tio
n
b
y
H
V
J-A
V
E
-

L
ip
o
so
m
e
m
eth
o
d
in
m
ice
an
d
n
o
n
h
u
m
an
p
rim
ates

C
irc
R
es
87
；

1
0
6
3
-1
0
6
8

、
２
０
０
０
。
弁
膜
症
術
前
･
術
後
に
お
け
る
運
動
能
力
の
評
価
－

嫌
気
性
代
謝
閾
値
と
最
大
酸
素
摂
取
量
―
日
本
胸
部
外
科
学
会
雑
誌
３
８
、
１
０

６
―
１
１
０
１
９
９
０
。

「
水
泳
医
学
百
科
」
（
日
本
水
泳
連
盟
監
修：

共

著
）
南
江
堂
、
１
９
８
７
。
／
⑦
心
臓
血
管
外
科
／
⑧
心
臓
血
管
外
科
の
低
侵
襲

化
に
よ
る
診
療
水
準
の
向
上

川
内
　
基
裕

（
か
わ
う
ち
・
も
と
ひ
ろ
）

①
国
際
医
療
福
祉
大
学
臨
床
医
学

研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
、
国
際
医
療

福
祉
病
院
心
臓
血
管
外
科
／
②
１

９
５
４
年
１
月
６
日
／
③
東
京
大

学
医
学
部
卒
／
④
心
臓
血
管
外

科
、
水
泳
医
学
／
⑤
Ｊ
Ｒ
東
京
総

合
病
院
心
臓
血
管
外
科
部
長
／
⑥

５
５
年
９
月
１
４
日
／
③
徳
島
大
学
医
学
部
卒
／
④
脳
神
経

外
科
一
般
／
⑤
自
治
医
科
大
学
脳
神
経
外
科
講
師
、
医
局
長
／

⑥
脳
腫
瘍
病
理
、
脳
腫
瘍
の
免
疫
治
療
、
定
位
放
射
線
治
療

な
ど
に
関
す
る
論
文
多
数
／
⑦
脳
神
経
外
科
学
／
⑧
急
性
脳

卒
中
治
療
の
確
立
と
手
術
支
援
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
侵
襲
手

術
の
工
夫

橋
本
　
雅
章

（
は
し
も
と
・
ま
さ
あ
き
）

①
国
際
医
療
福
祉
大
学

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ

ー
教
授
、
国
際
医
療
福

祉
病
院
脳
神
経
外
科
部

長
、
医
局
長
／
②
１
９

病
学
、
分
子
生
物
学
／
⑤
東
京
女
子
医
科
大
学
消
化
器
内
科
講
師
／
⑥N

a
g
a
-

h
a
ra
H
,
e
t
a
l.
T
ra
n
sd
u
c
tio
n
o
f
fu
ll-le
n
g
th
T
A
T
fu
sio
n
p
ro
te
in
s

in
to
m
a
m
m
a
lia
n
c
e
lls:
T
A
T
-p
2
7
k
ip
1
in
d
u
c
e
s
c
e
ll
m
ig
ra
tio
n
.

N
a
t
M
e
d
.
D
e
c
4
(1
2
);
1
4
4
9
-5
2
1
9
9
8
.
N
a
g
a
h
a
ra
H
,
e
t
a
l.T
ra
n
s-

fo
rm
in
g
g
ro
w
th
fa
c
to
r
b
e
ta
ta
rg
e
te
d
in
a
c
tiva
tio
n
o
f
c
yc
lin
E
:

c
yc
lin
-d
e
p
e
n
d
e
n
t
kin
a
se
2
(C
d
k2
)
c
o
m
p
le
xe
s
b
y
in
h
ib
itio
n

o
f
C
d
k2
activatin

g
kin
ase
activity.

／
⑦
肝
臓
病
学
、
消
化
器
病
学
／
⑧

肝
細
胞
癌
の
成
立
機
序
の
解
明
と
分
子
標
的
治
療
の
確
立

長
原
　
光

（
な
が
は
ら
・
ひ
か
る
）

①
国
際
医
療
福
祉
大
学
臨
床
医

学
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
、
山
王
病

院
消
化
器
内
科
／
②
１
９
５
５
年

９
月
２
７
日
／
③
北
海
道
大
学
医

学
部
卒
／
④
肝
臓
病
学
、
消
化
器

笹
沼
澄
子
先
生
が
Ａｃａ
ｄｅｍｙ

ｏ
ｆ
Ａｐ
ｈａｓ
ｉａ
の
名
誉
会
員
に

TOPICS

 

 

  
    

  
  

  
     

    

  

 
  

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 

川口（消） 唐澤（消） 川口（消） 田中（消） 唐澤（消） 都島（糖・循） 川口（消） 北洞(消） 唐澤（消） 唐澤（消） 川口（消） 北洞(消） 

野澤(消） － 北洞（消） 都島（糖・循） 野澤(消） 野澤(消） 高藤（呼） 野澤(消） 国枝（循） 国枝（循） 小林（循） 田中（消） 

築山（循） 築山（循） 築山（循） 重政（循） 岡田（循） 小林(循） 築山（循） 小林(循） 重政※1 岡田（循） 重政（循） 岡田（循） 

玉城（神内） 押川（腎） 都島（糖・循） 玉城（神内） 北洞(消） － 玉城（神内） － 玉城（神内） 藤川（腎） 押川（腎） － 

下田（糖） － 山田（糖） 藤川（腎） 下田（糖） 山田（糖） 山田（糖） － 下田（糖） － 山田（糖） － 

中村(呼） 中村(呼） 高藤(呼） 高藤(呼） 田口(呼） 田口（呼） 中村(呼） 田口（呼） 高藤(呼） 川崎（呼） 川崎(呼） 川崎(呼） 

－ 高  梨  － － －  高  梨  － － －  高  梨  － －

折居 折居 折居 折居 折居 折居 折居 折居 折居 折居 － － 

伊藤 伊藤 伊藤 伊藤 － 原 原 － 

斎藤 － － 原 原 － 斎藤 斎藤 

栗山 栗山 － 栗 山 露 崎 露 崎 栗 山 － 栗山 栗山 

露崎 片岡 片岡 露崎 高杉 高杉 露崎 露崎 露崎 － 

陶山 陶山 

中西 中西 
（第１・３・５） （第１・３・５） 

小林 小林 
（第１・２） （第１・２） 

五來 五來 五來 五來 五來※５ － － 五來 五來 

田中 田中 － － 田中 田中※５ 田中 田中 田中 

乳腺外科 北谷 － 北 谷 － 北谷 － 北 谷 － 北谷 － － － 

小林・矢田 小林・矢田 
※２ 

（第１・３・５）） （第１・３・５）） 

佐々木・伊東 佐々木・伊東 
※２ 

（第２・４）） （第２・４）） 

　藤澤　 乾 　藤澤　 乾※３ 乾 十 河 藤 澤 板 倉 十 河 　藤澤　 １人（交代） 高崎 

板倉 － － 十河 － － －  椎原（第２） － 板倉※３ 板倉 ※３ 

熊埜御堂 神_ 林 ※４ － － 東野 

東野 東野※４ 東野 熊埜御堂 熊埜御堂 熊埜御堂※４ 東野 東野　※４ 熊埜御堂 （第2・4） 
塩野 塩野 － － － －  塩  野  塩  野  － － － －

－ －  奥  津  － － － － －  奥  津  － － －

－ 林 － － － － － 林 － － － －

北村 北村 北村 北村 北村 北村 － － 北村 北村 北村 北村 

小林 小林 小林 小林 

手術 

－ 陶山 陶山 

村上 － 

－ 

矢田 

手術 

伊東 

陶山 

手術 

佐々木 

手術 

外来診療担当医師一覧表　　　 

手術 

総合診療科 

平成１7年4月11日現在 

金 土

１人（交代） 

　曜 日　　 

診療科 

－ 

中西 中西 

女 
性 
診 
療 
科 

整形外科 

泌尿器科 

婦人科　 

手術 

眼　科 

小林 

陶山 

伊東 伊東※２ 

佐々木 佐々木※２ 小林 

小児科 

皮膚科 

矢田 矢田※２ 

病　理 

ペインクリニック 

手術 

リハビリテーション科 

放射線科 

耳鼻咽喉科 

韓 

－ 

小林 小林※２ 矢田 矢田※２ 

中西 

小林 小林 小林 

月 火  

手術 

水 木  

村上 韓 － 羽鳥 韓 

中西 

陶山 

－ 

陶山 

中西 中西 

手術 

小林※２ 

検査 

伊東※２ 伊東※２ 伊東 

鈴木 

手術 

羽鳥 

内　科 

呼吸器科 

手術 

外　科 
鈴木 鈴木 村上 岩崎 韓 

脳神経外科 

村上 

－ 

陶山 

羽鳥 韓 

－ 

鈴木 岩崎 

１人（交代） 

（第1・3・5） 

（第２・４） （第２・４） 

※１ 第１・３・５金曜日の午前診療致します。

※２ 皮膚科午後診療は、原則予約制です。

※３ 乳児健診は金曜日の午後2時～午後3時30分、予防接種

は火曜日の午後2時～午後3時30分に行なっています。

(予約制）土曜日午前の１診は肝臓・消化器外来となります。

※４ 耳鼻咽喉科外来の月曜日午後は補聴器外来、木曜日午後は

めまい･難聴外来、金曜日午後はめまい外来で予約制です。

※５ 婦人科の水曜日と木曜日の午後は原則予約制です。

《受診のご案内》

受付時間　　　　　　　　診療時間

午前の部 8：30～12：00 9：00～13：00

午後の部13：00～16：30 14：00～17：00

診察日月曜日～土曜日　　但し日曜日、祝祭日は休診日

電話番号 ０５５７（８１）９１７１ 国際医療福祉大学附属熱海病院

※急患の場合は随時受付けておりますので、ご相談下さい。

⑤
前
職

⑥
主
要
著
書
・
論
文

⑦
担
当
科
目

⑧
今
後
の
研
究
課
題

氏
名

①
現
在
の
所
属
・
職
位
、

②
生
年
月
日

③
最
終
学
歴

④
専
門
分
野

P H O T O

●Profile
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I n f o r m a t i o n

▼　国際医療福祉リハビリテーションセンター　10287-20-5100 http://h-kinenkai.iuhw.ac.jp
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I n f o r m a t i o n

▼ 国際医療福祉病院 10287-37-2221／介護老人保健施設マロニエ苑　10287-36-6622／特別養護老人ホーム栃の実荘 10287-37-1160 http://h-kinenkai.iuhw.ac.jp

国
際
医
療
福
祉
病
院

第
一
回
不
妊
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

一
月
一
五
日
（
土
）
国
際
医
療
福
祉
病
院
　
旧

館
二
階
会
議
室
に
お
い
て
、
�
田
先
生
（
国
際

医
療
福
祉
病
院
リ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

長
）
に
よ
る
不
妊
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
不
妊
で
悩
ん
で
い
る
患
者
様
に
も
、
気
軽

に
参
加
し
て
も
ら
え
る
勉
強
会
に
し
よ
う
と
の

コ
ン
セ
プ
ト
で
、
受
付
ロ
ビ
ー
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
冷
た
い
雨
の
中
に
も

か
か
わ
ら
ず
一
四
名
の
受
講
者
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
�
田
先
生
に
よ
る
「
不
妊

症
の
原
因
」、「
不
妊
症
の
治
療
法
」
な
ど
に
つ

い
て
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
な
が
ら
具
体
的
な
デ
ー

タ
を
駆
使
し
て
説
明
さ
れ
、「
大
変
分
か
り
や
す

い
」
と
好
評
で
し
た
。

ま
た
セ
ミ
ナ
ー
の
後
、
あ
た
た
か
い
紅
茶
と

お
い
し
い
ケ
ー
キ
を
食
べ
な
が
ら
行
わ
れ
た
質

疑
応
答
で
は
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
の
中

で
参
加
者
の
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
た
の
か
、
普
段
の

診
療
中
に
は
出
て
こ
な
い
よ
う
な
率
直
な
ご
質

問
、
悩
み
の
ご
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
不
妊
セ

ミ
ナ
ー
は
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

産
科
分
娩
件
数
一，
〇
〇
〇
件
達
成
!!

平
成
十
四
年
四
月
に
国
際
医
療
福
祉
病
院
に

産
婦
人
科
が
開
設
さ
れ
、
今
年
で
三
年
が
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
山
田
哲
夫
医
師
（
国

際
医
療
福
祉
大
学
教
授
）
を
は
じ
め
、
経
験
豊

か
な
医
師
等
に
よ
り
、
現
在
、
月
平
均
約
五
〇

件
の
分
娩
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成

十
六
年
四
月
に
、
産
婦
人
科
か
ら
分
離
し
た
リ

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
不
妊
外
来
）
も

開
設
し
、
最
先
端
の
不
妊
治
療
も
積
極
的
に
行

っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
年
間
分
娩
件
数
は
増

加
し
て
ゆ
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
中
、
平
成
十
七
年
二
月
十
四
日
バ
レ

ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
記
念
日
に
分
娩
件
数
一，
〇
〇

〇
件
目
の
お
子
様
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
記
念
致
し
ま
し
て
、
花
束
と
記
念
品
を
佐

藤
病
院
長
よ
り
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
お
子
様
の
お
名
前
は
、
伊
藤
ご
夫
妻
の
ご

子
息
、
翔
太
ち
ゃ
ん
。
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に

生
ま
れ
る
と
は
、
将
来
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
た
く

さ
ん
も
ら
え
そ
う
で
本
当
に
う
ら
や
ま
し
い
か

ぎ
り
で
す
（
？
）。

長
い
人
生
の
中
で
、
私
達
は
自
分
の
生
活
に

精
一
杯
で
、
他
人
を
心
か
ら
祝
福
で
き
る
こ
と

は
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
　
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
と
い
う
「
輝
き
」

は
そ
の
数
少
な
い
中
の
一
つ
で
し
ょ
う
。
お
母

さ
ん
の
本
当
に
嬉
し
そ
う
な
笑
顔
と
赤
ち
ゃ
ん

の
元
気
な
泣
き
顔
を
見
比
べ
つ
つ
、
医
療
に
従

事
し
て
い
る
も
の
と
し
て
そ
の
よ
う
な
場
に
立

ち
会
え
る
こ
と
を
い
つ
も
誇
り
に
感
じ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
数
多
く
の
「
感
動
」
を
「
産

み
」
出
し
て
い
こ
う
と
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
日
々

の
業
務
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

Ｉ
Ｕ
Ｈ
Ｗ
漢
方
医
学
研
究
会
　
開
催

国
際
医
療
福
祉
病
院
で
は
、
二
月
か
ら
三
月

に
か
け
て
四
回
に
わ
た
り
、「
漢
方
医
学
研
究

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
、
個
人
個
人

の
心
身
の
状
態
に
適
合
さ
せ
た
治
療
、
個
を
重

ん
じ
る
東
洋
医
学
の
考
え
方
が
見
直
さ
れ
、
西

洋
医
学
と
東
洋
医
学
の
統
合
が
推
進
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
こ
れ
か
ら
は
、
医
療

従
事
者
と
し
て
「
漢
方
に
対
す
る
正
し
い
認
識

と
理
解
」
が
必
要
に
な
る
と
の
こ
と
で
、
漢
方

に
興
味
の
あ
る
約
三
〇
名
の
医
師
、
看
護
師
、
各

種
診
療
技
術
者
、
事
務
職
員
が
受
講
し
ま
し
た
。

講
師
と
し
て
佐
野
厚
生
総
合
病
院
内
科
医
長

の
内
藤
真
礼
生
先
生
を
お
招
き
し
、「
漢
方
入
門

シ
リ
ー
ズ
」
と
銘
打
っ
て
、
漢
方
の
概
念
か
ら

実
際
の
診
察
・
処
方
ま
で
実
習
を
交
え
て
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
専
門
的
な
内
容
を
含
め

な
が
ら
も
、
初
心
者
に
分
か
り
や
す
く
ご
説
明

い
た
だ
き
、
漢
方
の
考
え
方
、
個
を
重
ん
じ
る

奥
深
さ
を
垣
間
見
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

研
究
会
事
務
局
は
、
今
後
も
継
続
し
て
公
開

の
漢
方
講
習
会
を
開
催
し
、
漢
方
理
解
者
の
裾

野
を
広
げ
当
院
の
診
療
が
さ
ら
に
充
実
し
た
も

の
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と

で
し
た
。

国
際
医
療
福
祉
病
院
で
は
、
昨
年
十
月
か
ら

「
漢
方
外
来
」
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。
ご
興
味

の
あ
る
方
は
、
医
事
課
・
外
来
受
付
で
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

国
際
医
療
福
祉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

開
設
五
周
年
を
迎
え
て

国
際
医
療
福
祉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長

杉
原
　
素
子

重
症
心
身
障
害
児
施
設
「
な
す
療
育
園
（
定
員

五
〇
名
）」、
身
体
障
害
者
療
護
施
設
「
那
須
療
護

園
（
定
員
五
二
名
）」
身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
「
那
須
デ
イ
セ
ン
タ
ー
（
定
員
一
五

名
）」
を
併
せ
持
つ
国
際
医
療
福
祉
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
今
年
開
設
五
周
年
を
迎

え
ま
す
。
入
所
施
設
は
現
在
ほ
ぼ
満
床
と
な
っ
て

お
り
、
ま
た
、
身
体
障
害
者
の
自
立
や
社
会
参
加

の
促
進
と
、
在
宅
生
活
の
支
援
を
目
指
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
「
那
須
デ
イ

セ
ン
タ
ー
」
の
利
用
者
も
増
加
の
状
況
に
あ
り
ま

す
。重

症
心
身
障
害
児
施
設
機
能
の
一
環
と
し
て
外

来
部
門
も
設
置
し
て
お
り
、
主
に
、
栃
木
県
北
部

地
域
に
住
む
障
害
を
持
っ
た
子
ど
も
や
大
人
の

方
々
が
医
療
相
談
や
医
療
ケ
ア
、
障
害
児
・
者
に

対
す
る
歯
科
診
療
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療

を
求
め
て
来
所
し
て
い
ま
す
。
特
に
「
な
す
療
育

園
」
と
「
那
須
療
護
園
」
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ

ー
ビ
ス
は
、
こ
の
地
域
で
生
活
し
て
い
る
障
害

児
・
者
や
そ
の
家
族
に
と
っ
て
役
立
つ
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
大
い
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
な
す
療
育
園
」
に
入
所
し
て
い
る
重
度

の
障
害
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
に
は
、
栃
木
県
立
那

須
養
護
学
校
教
員
に
よ
る
施
設
内
訪
問
学
級
が
開

か
れ
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
関
わ
り
を
通
し
て
、
教

員
と
職
員
と
の
相
互
交
流
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
加
え
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
施
設

内
に
置
か
れ
、
学
生
や
近
隣
住
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
も
施
設
内
外
で
活
発
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
の
こ
れ
ら
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス

は
年
を
重
ね
る
ご
と
に
よ
り
充
実
を
増
し
、
今
や

栃
木
県
北
部
地
域
に
お
け
る
障
害
児
・
者
の
相

談
・
ケ
ア
の
中
心
的
施
設
と
し
て
重
要
な
位
置
を

占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
過
程
で
、

当
セ
ン
タ
ー
は
障
害
児
・
者
施
策
に
お
い
て
利
用

者
自
身
が
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
決
定
す
る
利
用
者

本
位
の
契
約
制
度
で
も
あ
る
支
援
費
制
度
へ
平
成

一
五
年
度
に
移
行
、
ま
た
、
一
年
後
の
見
直
し
等
、

め
ま
ぐ
る
し
い
動
き
を
体
験
し
ま
し
た
。
一
方
で
、

初
代
国
際
医
療
福
祉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
長
・
初
山
泰
弘
先
生
の
ご
逝
去
と
い
う
悲
し

い
出
来
事
に
も
遭
遇
し
ま
し
た
。

平
成
一
六
年
一
〇
月
、
今
後
の
障
害
者
施
策
と

し
て
「
改
革
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
案
」
が
提
示

さ
れ
ま
し
た
。
①
現
行
の
制
度
的
課
題
を
解
決
す

る
②
新
た
な
障
害
保
健
福
祉
施
策
体
系
を
構
築
す

る
③
介
護
保
険
と
の
関
係
を
整
理
す
る
、
と
い
う

三
点
を
柱
と
し
、
市
町
村
を
中
心
と
す
る
サ
ー
ビ

ス
提
供
体
制
の
確
立
を
目
指
し
た
方
針
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
案
」
で
は
障
害
保
健
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
体
系
を
再
編
し
、
障
害
者
の
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
と
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
個
別
に
自
立
支

援
す
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
て
お
り
、
自
立
訓
練

や
就
労
移
行
支
援
な
ど
の
地
域
生
活
へ
の
移
行
へ

資
す
る
機
能
を
強
化
す
る
事
業
実
施
を
目
指
す
こ

と
も
明
示
さ
れ
ま
し
た
。

国
際
医
療
福
祉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

は
新
た
な
障
害
保
健
福
祉
施
策
の
動
き
を
し
っ
か

り
と
見
据
え
、
こ
の
地
域
の
障
害
を
持
つ
児
・
者
の

自
立
支
援
と
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
社
会
参
加

に
向
け
、
最
善
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
よ
う
職

員
一
丸
と
な
っ
て
努
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

山
王
病
院

医
療
法
人
財
団
順
和
会
と
し
て
の

「
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
外
来
」へ
の
取
り
組
み

近
年
、
患
者
様
の
医
療
に
関
す
る
知
識
が
向

上
し
、
主
治
医
以
外
の
医
師
に
治
療
法
な
ど
に

つ
い
て
意
見
を
求
め
る
「
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ

ン
」
へ
の
要
望
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

以
前
か
ら
高
木
理
事
長
は
、
患
者
様
が
セ
カ
ン

ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
自
由
に
求
め
ら
れ
る
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
と
環
境
整
備
の
重
要
性
を
説
い
て
い

ま
す
。

山
王
病
院
に
お
い
て
も
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ

オ
ン
を
求
め
る
患
者
様
が
増
加
の
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
通
常
の
外
来
初
診
を
希

望
し
て
受
診
さ
れ
た
方
が
、
実
は
セ
カ
ン
ド
オ

ピ
ニ
オ
ン
を
求
め
て
い
ら
し
た
こ
と
が
診
察
中

に
判
明
す
る
ケ
ー
ス
や
、
突
然
に
資
料
を
持
参

さ
れ
て
「
母
の
病
気
の
こ
と
で
意
見
を
聞
き
た

い
」
と
お
っ
し
ゃ
る
ケ
ー
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た
本
来
、
セ

カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
と
し
て
取
り
扱
う
べ
き
内

容
で
あ
る
こ
と
が
事
前
に
分
っ
て
い
て
も
、
病

院
に
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
受
け
入
れ
体
制

が
な
い
た
め
に
、
医
師
個
人
の
負
担
が
多
く
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン

に
は
十
分
な
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
現
状

の
よ
う
な
外
来
枠
で
の
対
応
で
は
無
理
が
生
じ

ま
す
。
他
の
外
来
患
者
様
の
待
ち
時
間
が
通
常

診
療
以
上
に
長
く
な
る
こ
と
、
医
師
側
も
そ
の

場
の
限
ら
れ
た
資
料
と
情
報
で
意
見
を
求
め
ら

れ
て
も
限
界
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
、
そ
の
理
由

で
す
。

一
方
、
院
内
で
の
受
診
歴
を
お
持
ち
の
患
者

様
か
ら
、
ご
自
身
の
診
療
方
針
や
診
断
に
つ
い

て
他
の
医
師
の
意
見
も
聞
き
た
い
と
い
う
ご
要

望
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
患
者
様
に
対
し

て
も
、
進
ん
で
他
の
医
師
に
ご
受
診
い
た
だ
け

る
よ
う
に
取
り
計
ら
っ
て
さ
し
あ
げ
る
こ
と
も

大
切
な
こ
と
で
す
。
患
者
様
が
主
治
医
に
気
を

遣
い
、
心
理
的
負
担
を
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
共
通
理
解
の
も
と
で
病
院
が
一
丸
と
な

っ
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
平
成
十
七
年
四
月

を
目
処
に
、「
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
外
来
」
を

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
開
設
に

向
け
て
は
、
医
師
、
事
務
職
を
中
心
と
し
た
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
、
話
し
合
い
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の

連
携
体
制
で
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
受
け
入

れ
体
制
が
実
現
す
れ
ば
、
患
者
様
へ
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
時
代
に
即
し
た
患
者
様
対
応
へ

の
追
求
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

（
山
王
病
院
　
Ｃ
Ｓ
課
）
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翔太ちゃんをとり囲んでハイチーズ！

▼　山王病院103-3402-3151／山王メディカルプラザ103-3402-5581 http://www.sannoclc.or.jp

国
際
医
療
福
祉
病
院

リ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
不
妊
外
来
）

月
・
水
・
木
・
金
・
土

９：

０
０
〜
１
３：

０
０

１
４：

０
０
〜
１
７：

０
０

※
基
本
的
に
完
全
予
約
制
で
す
。

予
約
に
つ
い
て
は
事
前
に
お
電
話
等
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
予
約
せ
ず
に
来
院
さ
れ
る
場
合
は
、

必
ず
事
前
に
診
療
の
有
無
を
ご
確
認
下
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ：

０
２
８
７-

３
７-

２
２
２
１

漢方に対する正し認識と理解深耕のため開催している漢
方研究会
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勉強するなら、「医療福祉チャンネル７７４」

医療福祉チャンネル774／国際医療福祉大学出版会　 Information

医療福祉チャンネル774では、衛星放送スカイパーフェクＴＶ！774チャンネルで、医療・福祉・健康・介護に関する教育、教養、情報番組を放送！

国際医療福祉大学アワー
国際医療福祉大学の年間行事などを特集。先生方のインタビューや

サークルのレポート、大学紹介などを織り交ぜた大学情報番組です。
今年は開学10周年を記念して実施される様々な行事を取材放送してい
きます。学生の方々はもちろん、ご父兄の方々も是非ご視聴賜ります
ようお願い申し上げます。

国際医療福祉大学大学院講演会
大学や大学院において開催されるさまざまな講演を収録放送しており
ます。今回は、第一回臨床試験福岡セミナーを4回に分けて放送。
第１回　医療、社会における臨床試験の意義
第２回　臨床試験の現状と課題
第３回　臨床試験の大学院教育について
第４回　臨床試験におけるＣＲＣの重要性

リハビリテーションアワー
理学療法士や作業療法士の方々向けの総合番組。各協会との連携に

より、新人教育から生涯教育まで、さまざまな番組を制作放送中。そ
の中から好評につき、ビデオ化されたパワーリハビリテーションの番
組をご紹介します。
●パワーリハビリテーション
介護予防に効果的とのデータが注目されているパワーリハビリテー
ション。第1回は、「（1）理論とプログラム」を放送。基本となる3
つのプログラム（マシントレーニ
ング、移動ケアプログラム、パワ
ーレクリエーション）の具体的な
実施方法を解説。講師：竹内孝仁
（国際医療福祉大学大学院教授）

●医療福祉チャンネルを見るには―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
「医療福祉チャンネル７７４」は衛星放送スカイパーフェクＴＶ！の774チャンネルでご視聴いただけます。
ご視聴には、スカイパーフェクＴＶ！専用アンテナ＆チューナーをお部屋のテレビにつなぐだけ！
○視聴料･･･月額2,100円（税込）／法人契約：5,250円（税込）
（このほかに、スカイパーフェクＴＶ！加入料･･･2,940円（税込・初回のみ）・スカイパーフェクＴＶ！月額基本料･･･410円（税込）がかかります。）
○IUHW学生、マロニエ会会員、教育後援会会員の皆様は、特別視聴の制度があります。下記までお問合せ下さい。

●ビデオのお申し込み・視聴に関するお問い合せは ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
フリーダイヤル 0120-870-774（お客さま係） Eメール info@iryoufukushi.com    ホームページ www.iryoufukushi.com

平成16年度　国際医療福祉大学卒業式
第一回臨床試験福岡セミナー「臨床試験におけるＣＲＣの重要性」

山崎　力（東京大学教授・臨床疫学）

「医療福祉経営管理講座」各30分・ビデオ全18巻セット
価格￥210,000（本体価格￥200,000）

●昨年12月、インドネシア・スマトラ島沖で発生した津波被災者への救
援を目的に、留学生会（代表：張永勝　医療経営管理学科１年）が中心と
なり、１月中の１ヶ月間募金活動を行った。集まった金額は63,592円。
募金は、「スマトラ島沖地震救援金」として、日本赤十字社栃木県支部へ
寄付された。

● 医学書院の月刊誌『病院』に、医療経営管理学科「福永ゼミ」学生６
人の旅行記が連載される（４月号～７月号）。内容は、「バンコク病院見聞
記」。昨年12月、ゼミの見学で訪問したバンコクの病院や、タイ公衆衛
生省のレポート。『病院』は、病院の運営管理・経営管理に関する情報を
提供している月刊専門誌。

医療福祉経営管理講座
医療福祉施設の中堅及び幹部スタッフに照準を合わせた研修講座。国
際医療福祉大学医療経営管理学科の教員を中心に有名専門講師陣による
実践的な講義番組。経営戦略から個人情報保護、財務会計、安全管理、
感染管理など幅広く網羅された講義内容。好評放送中！
また、放送番組を全１８巻ビデオセットとして販売しております。

「パワーリハビリテーション」
各50分・全3巻セット
価格￥9,450
（本体価格￥9,000／送料全国一律￥500）


